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「
け
い
せ
ん 

子
育
て
・
子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」

▲ 井上町長（右）に「桂川町次世代育成支援対策行動計画」の答申を行う、策定委員会

　 の神﨑はな子会長（左）と神﨑玲子副会長（中央）･･･ ４月２日 町長室にて

❶ 

は
じ
め
に

　

近
年
、
全
国
的
に
急
速
な
少
子
化
が
進

む
と
と
も
に
、
昨
今
の
経
済
状
況
の
低
迷

や
生
活
様
式
の
多
様
化
な
ど
で
、
家
庭
及

び
地
域
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
国
は
、
平
成
15
年
７
月
に
本

計
画
の
基
礎
と
な
る
「
次
世
代
育
成
支
援

対
策
推
進
法
」
を
制
定
し
た
後
も
、「『
子

ど
も
と
家
族
を
応
援
す
る
日
本
』
重
点
戦

略
」（
平
成
19
年
12
月
）、「
仕
事
と
生
活
の

調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
憲
章
」

及
び
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
推
進
の
た
め

の
行
動
指
針
」（
平
成
19
年
12
月
）
を
相
次

い
で
発
表
し
次
世
代
育
成
支
援
の
新
た
な

方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
方
針
を
受
け
、
次
世
代
育

成
支
援
対
策
行
動
計
画
の
後
期
計
画
の
策

定
に
あ
た
り
基
本
的
視
点
と
し
て
「
仕
事

と
生
活
の
調
和
実
現
の
視
点
」
が
新
た
に

追
加
さ
れ
、『
子
ど
も
は
国
の
宝
』
と
し
て

安
心
し
て
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
が
重
要
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
親
や
家
庭
の
責
任
と
し
て
き

た
子
育
て
を
地
域
や
、
学
校
、
家
庭
、
企
業
、

行
政
等
社
会
全
体
で
支
え
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
次
世
代
育
成
支
援
対

策
推
進
法
に
基
づ
き
、
10
年
間
の
集
中
的
・

計
画
的
な
取
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成

17
年
度
か
ら
の
５
年
間
を
前
期
計
画
と
し
、

必
要
な
見
直
し
を
行
っ
た
上
で
、
今
回
、
平

成
22
年
度
か
ら
の
５
年
間
を
後
期
計
画
と

し
て
「
桂
川
町
次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
関
係

者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
、

庁
内
で
の
事
業
の
進
捗
状
況
の
確
認
な
ど
、

子
育
て
環
境
に
関
す
る
現
状
分
析
を
行
う

と
と
も
に
、
今
後
の
事
業
推
進
に
つ
い
て

の
意
見
交
換
や
策
定
委
員
会
の
開
催
な
ど

を
通
じ
て
意
見
を
集
約
し
、
計
画
に
反
映

し
ま
し
た
。

❷
計
画
の
策
定
の
趣
旨
及
び
背
景

　

わ
が
国
の
平
成
19
年
の
出
生
数
は
、

１
０
８
万
９
８
１
８
人
と
平
成
18
年
の

１
０
９
万
２
６
７
４
人
よ
り
２
８
５
６
人

減
少
し
、
６
年
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ
た
前

年
か
ら
再
び
減
少
に
転
じ
て
い
ま
す
。
出

生
数
の
減
少
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
年
少

人
口
（
０
～
14
歳
）
の
減
少
を
も
た
ら
し

ま
し
た
が
、
合
計
特
殊
出
生
率
（
１
人
の

女
性
が
生
涯
に
出
産
す
る
子
ど
も
の
数
の

平
均
）
を
み
る
と
、
平
成
19
年
は
、
平
成

18
年
の
１
・
32
を
０
・
02
ポ
イ
ン
ト
上
回

る
１
・
34
と
な
り
、
２
年
連
続
で
上
昇
し

ま
し
た
。
平
成
20
年
の
出
生
数
は
、
国
の

推
計
で
は
、
前
年
を
若
干
上
回
る
と
見
込

ま
れ
て
い
る
も
の
の
、
少
子
化
の
進
行
は

歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

一
方
、
本
町
の
出
生
率
は
平
成
18
年
度

で
は
７
・
９
％
で
、
国
（
８
・
７
％
）
や
県

（
９
・
０
％
）
よ
り
も
低
い
水
準
で
推
移
し
て

お
り
、
全
国
や
県
内
で
も
少
子
化
が
進
ん
で

い
る
地
域
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
少
子
化
の
流
れ
を
変
え
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
国
は
、
様
々
な
少
子
化

対
策
を
講
じ
て
き
て
お
り
、
平
成
15
年
７

月
に
は
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」

（
以
下
、「
推
進
法
」
と
い
う
。）
及
び
「
児

童
福
祉
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
を

成
立
・
公
布
し
ま
し
た
。

　

推
進
法
で
は
、
市
町
村
は
国
が
示
す
行

動
計
画
策
定
指
針
に
即
し
て
、
地
域
に
お
け

る
子
育
て
支
援
な
ど
の
次
世
代
育
成
支
援

対
策
の
実
施
に
関
す
る
計
画
（
市
町
村
行
動

計
画
）
を
策
定
す
る
も
の
と
し
て
お
り
、
本

町
で
は
、
平
成
17
年
３
月
「
け
い
せ
ん　

子

育
て
・
子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」

を
基
本
理
念
と
す
る
「
桂
川
町
次
世
代
育
成

支
援
対
策
行
動
計
画
」（
以
下
、「
前
期
計
画
」

と
い
う
。）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
前
期
計
画
策
定
以
降
も
、
前
述
の

と
お
り
、
全
国
的
な
少
子
化
が
さ
ら
に
進

行
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
国
は
「
子

ど
も
と
家
族
を
応
援
す
る
日
本
重
点
戦
略
」

（
平
成
19
年
12
月
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
重
点
戦
略
で
は
、
就
労
と
出
産
・

子
育
て
の
二
者
択
一
構
造
の
解
消
に
は
、

「
働
き
方
の
見
直
し
に
よ
る
仕
事
と
生
活

の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）

の
実
現
」
と
、そ
の
社
会
的
基
盤
と
な
る
「
包

括
的
な
次
世
代
育
成
支
援
の
枠
組
み
の
構

築
」
を
車
の
両
輪
と
し
て
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
し
、
特
に
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
つ
い
て
は
、「
仕
事
と

生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
）
憲
章
」「
仕
事
と
生
活
の
調
和
推
進

の
た
め
の
行
動
指
針
」
を
策
定
し
、
国
と

し
て
も
新
た
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
は
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
を
進
め
る
と
同
時
に
、
構
造
か
ら

変
え
る
と
い
う
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
今
ま
で
幼
稚
園
と
保

育
所
と
所
管
が
分
か
れ
て
い
た
組
織
を
子

ど
も
家
庭
省
（
仮
称
）
と
し
て
立
ち
上
げ
、

待
機
児
童
の
解
消
を
進
め
る
と
い
う
内
容

の
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
全
国
的
な
動
向
も
踏
ま
え

つ
つ
、
本
町
に
お
け
る
、
こ
れ
ま
で
の
次

世
代
育
成
支
援
対
策
の
取
り
組
み
の
進
捗

状
況
や
課
題
を
整
理
・
評
価
し
、
そ
し
て

改
善
し
、
様
々
な
状
況
の
中
に
お
い
て
も

柔
軟
に
対
応
し
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
、「
桂
川
町
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思

え
る
町
を
創
造
す
る
た
め
に
、
新
た
な
行

動
計
画
と
し
て
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

3 頁　平 22. 広報けいせん 5 月

～
「
桂
川
町
次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計
画
（
後
期
計
画
）」
を
策
定
し
ま
し
た
～



❸
計
画
の
位
置
づ
け

　

本
行
動
計
画
は
、
次
世
代
育
成
支
援
対

策
推
進
法
第
８
条
第
１
項
に
基
づ
き
、
地

域
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を
考
え
な
が
ら
、
す
べ

て
の
子
育
て
家
庭
と
子
ど
も
た
ち
を
対
象

に
、
本
町
が
こ
れ
か
ら
進
め
て
い
く
次
世

代
育
成
支
援
対
策
の
目
標
や
方
向
性
を
示

し
た
も
の
で
す
。

【
参
考
】

　

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
（
抜
粋
）

〈
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
〉

第
８
条
第
１
項

　

市
町
村
は
、
行
動
計
画
策
定
指
針
に
即

し
て
、
五
年
ご
と
に
、
当
該
市
町
村
の
事

務
及
び
事
業
に
関
し
、
五
年
を
一
期
と
し

て
、
地
域
に
お
け
る
子
育
て
の
支
援
、
母

性
並
び
に
乳
児
及
び
幼
児
の
健
康
の
確
保

及
び
増
進
、
子
ど
も
の
心
身
の
健
や
か
な

成
長
に
資
す
る
教
育
環
境
の
整
備
、
子
ど

も
を
育
成
す
る
家
庭
に
適
し
た
良
質
な
住

宅
及
び
良
好
な
居
住
環
境
の
確
保
、
職
業

生
活
と
家
庭
生
活
と
の
両
立
の
推
進
そ
の

他
の
次
世
代
育
成
支
援
対
策
の
実
施
に
関

す
る
計
画
（
以
下
「
市
町
村
行
動
計
画
」

と
い
う
。）
を
策
定
す
る
も
の
と
す
る
。

❹
計
画
の
期
間

　

当
計
画
は
、
平
成
22
年
度
を
初
年
度
と

し
、
平
成
26
年
度
を
目
標
年
次
と
す
る
５

年
間
の
計
画
で
す
。

　

な
お
、
社
会
・
経
済
情
勢
の
変
化
や
、

本
町
の
子
ど
も
と
子
育
て
家
庭
を
取
り
巻

く
状
況
や
保
育
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
合
わ

せ
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

❺
計
画
の
策
定
体
制

　

本
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
児
童
福
祉
関
係
者
、
教
育
関
係
者
、
行
政
機
関
関

係
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
桂
川
町
次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計
画
策
定
委
員
会
」

に
お
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

桂
川
町
子
育
て
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
（
※
１
）

【
調
査
対
象
者
】 

桂
川
町
に
お
住
ま
い
の
就
学
前
の
お
子
さ
ん
の
全
保
護
者

　

○
就
学
前
児
童
（
平
成
14
年
４
月
２
日
生
～
平
成
20
年
１
月
１
日
生
）

　

○
小
学
生
児
童
（
平
成
９
年
８
月
２
日
生
～
平
成
14
年
４
月
１
日
生
）

注 

就
学
前
、
小
学
生
共
に
複
数
の
お
子
さ
ん
が
い
る
場
合
は
、
年
長
の
お
子
さ
ん
の
み

を
対
象
に
調
査

【
調
査
基
準
日
】 

平
成
21
年
１
月
１
日
現
在

【
調
査
期
間
】 

平
成
21
年
１
月
16
日
～
平
成
21
年
２
月
２
日

【
回
答
結
果
】

【
調
査
結
果
】
広
報
け
い
せ
ん
２
０
０
９
年
７
月
号
に
調
査
結
果
概
要
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

就
学
前
調
査

小
学
生
調
査

配　

布　

数

５
４
５
票

５
７
０
票

有
効
回
答
数

２
３
７
サ
ン
プ
ル

２
２
７
サ
ン
プ
ル

回　

収　

率

43
・
５
％

39
・
８
％

❻
基
本
理
念

　

本
計
画
は
、「
け
い
せ
ん 

子
育
て
・

子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」

を
基
本
理
念
と
し
て
掲
げ
ま
す
。

　

こ
の
言
葉
は
、「
第
４
次
桂
川
町
総
合

計
画
」
に
お
い
て
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
掲
げ
ら
れ
、
他
の
ま
ち
に
誇
れ
る
子

育
て
支
援
環
境
の
確
立
を
図
る
た
め
、
行

政
だ
け
で
な
く
地
域
ぐ
る
み
で
対
応
し

て
、
子
育
て
支
援
の
町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
組
織
化
な
ど
に
よ
る
、
全
町
的
な
子
育

て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
を
図
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
行

動
計
画
に
お
い
て
も
、
上
位
計
画
で
あ
る

「
第
４
次
桂
川
町
総
合
計
画
」
の
精
神
に

則
し
て
、
こ
の
言
葉
を
基
本
理
念
と
定
め
、

関
連
施
策
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

❼
基
本
視
点

　

基
本
理
念
の
下
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
の
趣
旨
や
策
定
指
針
に
の
っ
と
り
、

４
つ
を
基
本
的
な
視
点
と
し
て
掲
げ
ま
す
。

基
本
視
点
⑴　

健
や
か
な
成
長
を
支
援
す
る
基
盤
づ
く
り

基
本
視
点
⑵　

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る
環
境
づ
く
り

基
本
視
点
⑶　

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
を
地
域
で
支
え
あ
う
体
制
づ
く
り

基
本
視
点
⑷　

子
育
て
家
庭
に
配
慮
し
た
環
境
づ
く
り

❽
基
本
目
標

　

基
本
理
念
を
実
現
す
る
た
め
に
、
4
つ

の
基
本
的
な
視
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
7
つ

の
基
本
目
標
を
定
め
、
総
合
的
に
施
策
を

推
進
し
ま
す
。

【
基
本
目
標 

1
】

地
域
に
お
け
る
子
育
て
の
支
援

　

共
働
き
家
庭
の
増
加
に
伴
い
、
仕
事
と

育
児
の
両
立
の
た
め
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
へ

の
ニ
ー
ズ
が
近
年
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
核
家
族
化
の
進
行
や
地
域
社
会
の

希
薄
化
な
ど
地
域
社
会
の
変
化
に
よ
り
子

育
て
が
孤
立
化
し
、
保
護
者
の
子
育
て
に

対
す
る
不
安
感
な
ど
か
ら
児
童
虐
待
に
繋

が
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
受
け
、
各
種
保
育

サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
、
親
子
の
悩
み
や

不
安
を
解
決
し
、
気
軽
に
情
報
交
換
な
ど

で
き
る
地
域
支
援
体
制
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

桂川町次世代育成支援対策行動計画策定委員会（全７回）

・計画内容について協議・承認をいただく場
・計画内容の決定機関

現状分析
・基礎統計データなどの資料分析
・桂川町子育てに関するアンケート調査（※１）

(12 歳未満の子どもがいる全世帯対象）
・既存計画などの文献調査

現状・課題の抽出

事務局（健康福祉課）
保育サービスニーズ量や施策の方向性について

各関係課・係を中心に協議・調整

意見具申計画原案などの提案

※　　　　   は、住民参加による策定プロセスを示す。

次世代育成支援対策行動計画の推移

平成
15
年度

平成
16
年度

平成
17
年度

平成
18
年度

平成
19
年度

平成
20
年度

平成
21
年度

平成
22
年度

平成
23
年度

平成
24
年度

平成
25
年度

平成
26
年度

初回策定 第１期計画期間（前期計画）

見直し
期間 第２期計画期間（後期計画）

5 頁　平 22. 広報けいせん 5 月 平 22. 広報けいせん 5 月　4 頁



【
基
本
目
標 

2
】

母
性
並
び
に
乳
児
及
び
幼
児
等
の
健

康
の
確
保
及
び
増
進

　

母
子
保
健
は
生
涯
を
通
じ
た
健
康
の
出

発
点
で
あ
り
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
、

ゆ
と
り
を
も
っ
て
育
て
る
た
め
の
基
盤
と

な
る
も
の
で
す
。
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て

が
安
全
に
、
か
つ
快
適
に
で
き
る
よ
う
、

妊
娠
早
期
か
ら
の
健
康
管
理
・
指
導
を
強

化
し
、
す
べ
て
の
母
子
が
健
康
で
幸
せ
に

生
活
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
え
ま
す
。

【
基
本
目
標 

3
】

子
ど
も
の
心
身
の
健
や
か
な
成
長
に

資
す
る
教
育
環
境
の
整
備

　

地
域
社
会
の
希
薄
化
な
ど
に
よ
り
、
次

代
の
親
と
な
る
子
ど
も
と
乳
幼
児
と
の
ふ

れ
あ
い
が
減
少
し
、
子
育
て
に
関
す
る
意

識
が
低
い
ま
ま
親
に
な
る
家
庭
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
本
町
で
は
次

代
の
親
の
育
成
や
子
ど
も
の
教
育
環
境
の

整
備
の
た
め
、
学
校
関
係
の
み
な
ら
ず
、

家
庭
・
学
校
・
地
域
が
連
携
し
、
相
互
に

情
報
交
換
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
基
本
目
標 

4
】

子
育
て
を
支
援
す
る
生
活
環
境
の
整
備

　

ニ
ー
ズ
調
査
に
お
い
て
、
子
育
て
支
援

で
本
町
に
期
待
す
る
こ
と
と
し
て
「
子
連
れ

で
も
出
か
け
や
す
く
楽
し
め
る
場
所
を
増

や
す
」
な
ど
の
意
見
が
多
く
あ
が
っ
て
き
て

い
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
や
妊
産
婦
、
高
齢

者
や
障
が
い
者
な
ど
、
す
べ
て
の
方
が
安
心

し
て
快
適
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

良
質
な
住
宅
の
確
保
、
危
険
箇
所
へ
の
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
を
行

い
、
子
ど
も
や
子
ど
も
連
れ
の
家
庭
が
外
出

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
な
ど
、
総
合
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

【
基
本
目
標 
5
】

職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の

両
立
の
推
進

　

女
性
の
高
学
歴
化
や
価
値
観
の
多
様
化

な
ど
を
背
景
に
、
全
国
的
に
女
性
の
就
労

率
は
増
加
し
、
結
婚
・
出
産
し
て
も
働
き

続
け
る
女
性
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
（
Ｍ

字
型
の
就
労
構
造
）。
こ
の
た
め
本
町
で
は
、

平
成
19
年
４
月
よ
り
高
齢
者
・
女
性
係
を
設

置
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
み
を
開
始
し
、
子
育
て
が
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
り
、

子
育
て
を
し
な
が
ら
も
安
心
し
て
働
く
こ

と
が
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
す
。

【
基
本
目
標 

6
】

子
ど
も
等
の
安
全
の
確
保

　

核
家
族
化
や
都
市
化
の
進
行
な
ど
に

よ
っ
て
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
の
悪

化
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
ニ
ー
ズ
調
査

に
お
い
て
、
通
園
（
通
学
）
路
の
不
安
点

に
つ
い
て
、「
交
通
量
が
多
く
危
険
」
や
「
歩

道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
の
で
危
険
」
な

ど
の
意
見
が
多
く
あ
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

子
ど
も
や
保
護
者
が
事
故
や
犯
罪
に
巻
き

込
ま
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
関
係
機
関

な
ど
と
連
携
し
た
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

【
基
本
目
標 

7
】

要
保
護
児
童
へ
の
対
応
等
き
め
細
か

な
取
組
の
推
進

　

全
国
的
に
要
保
護
児
童
な
ど
の
個
別

ケ
ー
ス
事
例
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、

内
容
も
多
岐
に
亘
る
た
め
、
迅
速
か
つ
適

切
な
対
応
を
す
る
た
め
に
、
相
談
支
援
の

さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、「
桂
川

町
子
ど
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
に
お
い

て
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
虐
待

の
早
期
発
見
・
予
防
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

近
年
の
経
済
状
況
の
悪
化
に
伴
い
、
母
子

家
庭
や
父
子
家
庭
な
ど
の
ひ
と
り
親
家
庭

の
経
済
的
負
担
が
増
加
し
て
き
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
本
町
で
は
、
ひ
と
り
親
家

庭
に
対
す
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
と

も
に
経
済
的
負
担
の
軽
減
に
努
め
ま
す
。

❾
特
定
（
保
育
）
事
業
に
お
け
る

　

目
標
事
業
量

　
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」
に

お
い
て
、
特
定
事
業
に
関
す
る
目
標
事
業

量
の
設
定
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
国
の
行

動
計
画
策
定
指
針
で
は
、「
潜
在
的
な
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
つ
つ
、
現
在
の
利
用
実
態
な

ど
か
ら
目
標
事
業
量
を
設
定
す
る
」
と
い

う
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
次
世
代
育
成
支
援

後
期
行
動
計
画
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
の
結
果
や
各
種
事
業
の
実
施
状
況
、
地

域
の
特
性
な
ど
を
十
分
に
勘
案
し
、
特
定

事
業
に
関
す
る
目
標
事
業
量
を
設
定
す
る

と
と
も
に
、
計
画
推
進
の
指
標
と
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
社
会
ニ
ー
ズ
の
動
向
を
注
視

し
、
事
業
実
施
に
向
け
て
、
施
設
整
備
及

び
職
員
配
置
な
ど
の
条
件
整
備
に
つ
い
て

財
政
状
況
に
応
じ
て
検
討
し
ま
す
。

◎
夜
間
保
育
事
業

　

保
護
者
の
就
業
形
態
の
多
様
化
、
就

労
場
所
の
広
域
化
に
対
応
す
る
た
め
、
夜

間
専
用
保
育
（
保
育
時
間
の
目
安
11
時

か
ら
22
時
）
を
実
施
す
る
事
業
で
す
。

　

基
本
的
に
、
夜
間
保
育
は
夜
間
保
育
の

み
を
行
う
保
育
所
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
通

常
の
保
育
と
夜
間
保
育
を
併
せ
て
行
う
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
実
施
し
て
い
る
保
育

所
は
、
市
区
町
村
に
１
箇
所
程
度
あ
り
、

ほ
か
の
保
育
所
の
児
童
も
預
か
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
本
町
で
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
は
、
社
会
ニ
ー
ズ
の
動
向
を
注
視
し
、

多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
導
入
に
向

け
て
検
討
し
ま
す
。

◎
子
育
て
短
期
支
援
事
業

（
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
）　

　

就
労
な
ど
の
都
合
に
よ
り
保
護
者
が

平
日
の
夜
間
又
は
休
日
に
不
在
と
な
り
、

家
庭
に
お
い
て
児
童
を
養
育
す
る
こ
と

が
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
、
児
童
福
祉

施
設
な
ど
に
お
い
て
短
期
間
（
１
週
間

程
度
）
児
童
を
預
か
り
、
生
活
指
導
や

食
事
の
提
供
な
ど
を
行
う
事
業
で
す
。

　

現
在
、
本
町
で
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
は
、
社
会
ニ
ー
ズ
の
動
向
を
注
視
し
、

多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
導
入
に
向

け
て
検
討
し
ま
す
。

◎
通
常
保
育
事
業

　

保
護
者
の
就
労
・
病
気
な
ど
で
、
家
庭

で
は
十
分
に
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

児
童
を
保
護
者
に
代
わ
っ
て
保
育
園
で
保

育
す
る
事
業
で
す
。（
保
育
時
間 

11
時
間
）

　

本
町
で
は
月
曜
日
～
土
曜
日
の
間
、
７

時
30
分
～
18
時
30
分
（
11
時
間
）
を
開
所

時
間
と
し
、
定
員
３
３
０
名
の
保
育
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
４
月
１
日
現

在
、
公
立
保
育
所
、
私
立
保
育
所
を
合
わ

せ
て
３
２
５
人
の
児
童
が
入
所
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
定
員
を
20
人
ほ
ど
超
え
て
い

る
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
待
機
児
童
は

い
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
多
様
な
保
育
サ
ー

ビ
ス
体
制
の
導
入
に
向
け
て
、
職
員
研
修

な
ど
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

◎
特
定
保
育
事
業

　

保
護
者
が
概
ね
１
日
６
時
間
未
満
か
つ

１
週
４
日
以
上
の
日
時
に
つ
い
て
、
児
童
を

保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ

る
場
合
に
、
保
育
所
で
預
か
る
事
業
で
す
。

　

現
在
、
本
町
で
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

前
記
の
基
準
以
上
の
場
合
は
通
常
保
育
、
未

満
の
場
合
に
は
一
時
保
育
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
現
在
、
通
常
保
育
事
業
の
中
で
柔
軟

に
対
応
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
社
会
ニ
ー

ズ
の
動
向
を
注
視
し
、
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ

ス
体
制
の
導
入
に
向
け
て
検
討
し
ま
す
。

◎
延
長
保
育
事
業

　

保
護
者
の
就
労
形
態
の
多
様
化
、
就

労
場
所
の
広
域
化
に
対
応
す
る
た
め
、

通
常
の
保
育
時
間
（
11
時
間
）
を
延
長

（
30
分
か
ら
７
時
間
）
し
て
保
育
を
行
う

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
、
子
育
て
と
仕
事

の
両
立
を
支
援
す
る
た
め
の
事
業
で
す
。

　

現
在
、
本
町
で
は
平
成
18
年
度
よ
り
保

育
時
間
を
町
内
の
３
保
育
所
と
も
に
７
時

30
分
か
ら
18
時
30
分
ま
で
の
通
常
保
育
時

間
11
時
間
で
実
施
し
て
お
り
、
延
長
保
育

は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
保
護

者
の
都
合
で
少
し
迎
え
が
遅
れ
る
場
合
に

は
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

平成 21 年度

未実施

平成 26 年度目標

実施箇所　 ３箇所
利用延べ人数 15 人

平成 21 年度

実施箇所　 ３箇所
３歳未満児　117 人
３歳以上児　208 人

平成 26 年度目標

実施箇所　 ３箇所
３歳未満児　173 人
３歳以上児　200 人

7 頁　平 22. 広報けいせん 5 月 平 22. 広報けいせん 5 月　6 頁



◎
休
日
保
育
事
業

　

休
日
保
育
と
は
、
認
可
保
育
園
が
休

み
と
な
る
日
曜
日
と
祝
日
（
12
月
29
日

～
１
月
３
日
を
除
く
）
に
、
仕
事
の
た

め
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
と
き
に
保
護

者
に
代
わ
っ
て
保
育
す
る
事
業
で
す
。

　

実
施
し
て
い
る
保
育
所
は
市
区
町
村
に

１
箇
所
程
度
あ
り
、
ほ
か
の
保
育
所
の
児

童
も
預
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
本
町
で
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
は
、
社
会
ニ
ー
ズ
の
動
向
を
注
視
し
、

多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
導
入
に
向

け
て
検
討
し
ま
す
。

◎
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業

　

保
育
所
に
預
け
て
い
る
子
ど
も
が
病

気
に
な
っ
た
と
き
や
病
後
の
回
復
期
で
、

ま
だ
保
育
所
に
は
通
え
な
い
状
態
の
と

き
に
、
一
時
的
に
預
か
る
事
業
で
す
。

　

多
く
は
小
児
科
医
院
な
ど
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
単
独
の
病
児
保
育
室
、
保

育
所
併
設
型
、
乳
児
院
併
設
型
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
保
育
士
や
看
護
師
が
施
設
の

空
き
部
屋
や
自
宅
な
ど
を
利
用
し
て
保
育

を
行
う
タ
イ
プ
も
近
年
登
場
し
ま
し
た
。

た
だ
し
、
病
気
の
急
性
期
に
も
保
育
・
看

護
を
行
う
の
は
医
療
機
関
に
併
設
さ
れ
て

施
設
の
確
保
が
課
題
で
す
。
現
状
の
登
録

者
数
の
実
態
と
施
設
面
積
か
ら
平
成
22
年

度
よ
り
、
桂
川
小
学
校
の
学
童
保
育
に
つ

い
て
余
裕
教
室
を
活
用
し
分
割
及
び
新
設

に
よ
り
６
箇
所
で
運
営
予
定
、
70
人
定
員

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
対
応
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
各
学
童
保
育
で
定
員
超
過
が

生
じ
た
場
合
、
公
共
施
設
及
び
学
校
余
裕

教
室
の
有
効
活
用
に
よ
る
施
設
確
保
に
努

め
、
ま
た
、
途
中
入
所
の
受
入
を
検
討
し
、

動
因
の
適
正
数
配
置
も
併
せ
て
学
童
保
育

の
運
営
に
努
め
ま
す
。

◎
地
域
子
育
支
援
拠
点
事
業
（
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
つ
ど
い

の
広
場
な
ど
）

　

保
育
所
を
利
用
し
て
い
な
い
子
ど
も

の
い
る
家
庭
も
含
め
て
、
子
育
て
不
安

に
対
す
る
相
談
・
指
導
や
子
育
て
サ
ー

ク
ル
へ
の
支
援
、
親
子
の
交
流
の
場
づ

く
り
な
ど
、
地
域
の
子
育
て
家
庭
に
対

す
る
支
援
を
行
う
事
業
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
は
、
保
育
所
や
児
童
館
な
ど
に

開
設
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
部
地
域
で
は
母

子
生
活
支
援
施
設
や
乳
児
院
に
開
設
さ
れ

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
本
町
で
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
平
成
21
年
度
よ
り
社
会
福
祉
協

議
会
で
、「
す
く
す
く
広
場
（
子
育
て
サ

ロ
ン
）」
を
試
行
事
業
と
し
て
開
始
し
て

お
り
、
子
育
て
世
帯
へ
の
交
流
の
場
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　
「
す
く
す
く
広
場
（
子
育
て
サ
ロ
ン
）」
に

よ
り
、
子
育
て
世
帯
の
実
態
把
握
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、社
会
ニ
ー
ズ
の
動
向
を
注
視
し
、

事
業
実
施
（
目
標
年
度
：
平
成
26
年
度
）
に

向
け
て
、
保
育
所
併
設
も
含
め
、
施
設
整
備

及
び
職
員
配
置
な
ど
の
条
件
整
備
に
つ
い

て
財
政
状
況
に
応
じ
て
検
討
し
ま
す
。

◎
一
時
預
か
り
事
業

　

普
段
、
家
庭
に
お
い
て
児
童
を
保
育

し
て
い
る
保
護
者
の
病
気
な
ど
の
対
応

や
育
児
疲
れ
解
消
な
ど
を
目
的
に
、
一

時
的
に
認
可
保
育
所
で
児
童
を
保
育
す

る
事
業
で
す
。

　

現
在
、
本
町
で
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

社
会
ニ
ー
ズ
の
動
向
を
注
視
し
、
事
業
実
施

（
目
標
年
度
：
平
成
26
年
度
）
に
向
け
て
、
施

設
整
備
及
び
職
員
配
置
な
ど
の
条
件
整
備
に

つ
い
て
財
政
状
況
に
応
じ
て
検
討
し
ま
す
。

◎
子
育
て
短
期
支
援
事
業

 

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

　

病
気
に
よ
る
入
院
な
ど
の
都
合
に
よ
り
、

保
護
者
が
家
庭
に
お
い
て
児
童
を
養
育
す

る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
、
児
童

福
祉
施
設
な
ど
に
お
い
て
短
期
間
（
１
週

間
程
度
）
児
童
を
預
か
り
、
生
活
指
導
や

食
事
の
提
供
な
ど
を
行
う
事
業
で
す
。

　

現
在
、
本
町
で
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
は
、
社
会
ニ
ー
ズ
の
動
向
を
注
視
し
、

多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
導
入
に
向

け
て
検
討
し
ま
す
。

◎
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

　

子
育
て
の
支
援
を
受
け
た
い
人
と
行

い
た
い
人
が
会
員
登
録
し
、
保
育
所
ま

で
の
送
迎
、
保
育
所
終
了
後
や
買
い
物

な
ど
の
外
出
時
の
一
時
預
か
り
な
ど
、

子
育
て
に
つ
い
て
の
助
け
合
い
を
行
う

事
業
で
す
。

　

現
在
、
本
町
で
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
平
成
21
年
度
よ
り
社
会
福
祉
協

議
会
で
、「
す
く
す
く
広
場
（
子
育
て
サ

ロ
ン
）」
を
試
行
事
業
と
し
て
開
始
し
て

お
り
、
子
育
て
世
帯
へ
交
流
の
場
を
通
じ

て
、
利
用
者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
「
す
く
す
く
広
場
（
子
育
て
サ
ロ
ン
）」

に
よ
り
、
子
育
て
世
帯
の
実
態
把
握
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
社
会
ニ
ー
ズ
の
動
向
を

注
視
し
、
事
業
実
施
（
目
標
年
度
：
平
成

26
年
度
）
に
向
け
て
、
施
設
整
備
及
び
職

員
配
置
な
ど
の
条
件
整
備
に
つ
い
て
財
政

状
況
に
応
じ
て
検
討
し
ま
す
。

 

10 
結
び
に

　

次
の
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
は
、
国
、

桂
川
町
の
宝
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
歴
史
と
文
化
に
恵
ま

れ
た
桂
川
町
で
、
す
く
す
く
と
育
ま
れ
る

こ
と
、
子
育
て
中
や
こ
れ
か
ら
子
ど
も
を

持
と
う
す
る
人
た
ち
が
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
の

実
現
は
、
町
民
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

　

今
回
の
計
画
は
、
子
ど
も
た
ち
、
子
育

て
世
代
だ
け
を
対
象
と
し
た
も
の
で
な

く
、
町
民
の
皆
様
全
員
の
計
画
と
位
置
づ

け
「
誰
も
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
子
育
て

に
夢
と
希
望
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

目
指
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

い
る
タ
イ
プ
だ
け
で
す
。
そ
れ
以
外
の
タ

イ
プ
で
は
、
回
復
期
に
１
日
か
ら
３
日
程

度
預
か
り
ま
す
。

　

現
在
、
本
町
で
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
は
、
社
会
ニ
ー
ズ
の
動
向
を
注
視
し
、

医
療
機
関
へ
の
委
託
方
式
な
ど
を
含
め
、

多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
導
入
に
向

け
て
検
討
し
ま
す
。

◎
学
童
保
育

 
（
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
）

　

保
護
者
が
日
中
就
労
な
ど
の
た
め
に

家
庭
に
い
な
い
小
学
生
（
主
に
低
学
年
）

に
対
し
、
授
業
の
終
了
後
や
夏
休
み
な

ど
の
休
校
日
に
児
童
館
や
小
学
校
の
余

裕
教
室
な
ど
に
お
い
て
、
適
切
な
遊
び

と
生
活
の
場
を
与
え
る
事
業
で
す
。

　

施
設
の
大
半
は
学
校
、
児
童
館
、
そ
の

他
の
公
共
施
設
に
併
設
さ
れ
、
利
用
に
際

し
て
は
登
録
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
受
入
対
象
を
小
学
校
１
年

生
か
ら
６
年
生
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

通
常
保
育
（
平
日
放
課
後
）
は
下
校
時
か

ら
18
時
20
分
、
長
期
休
暇
時
保
育
は
８
時

か
ら
18
時
20
分
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

桂
川
小
学
校
区
３
箇
所
、
桂
川
東
小
学
校

区
１
箇
所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
利
用
者
数
の
増
加
に
伴
う
受
入

 

【
計
画
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

健
康
福
祉
課 

福
祉
係
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ひ
ま
わ
り
の
里
」
内
）

☎
６
５
・
０
０
０
１

※
本
計
画
書
に
つ
き
ま
し
て
は
「
ひ
ま
わ
り
の
里
」（
健
康
福
祉
課
福
祉
係
）

で
閲
覧
い
た
だ
け
ま
す
。（
桂
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。）

平成 21 年度

実施箇所　 ４箇所
登録人数 　 235 人

平成 26 年度目標

実施箇所　 ６箇所
登録人数 　 244 人

平成 21 年度

未実施

平成 26 年度目標

実施箇所　１箇所

平成 21 年度

未実施

平成 26 年度目標

実施箇所　１箇所

平成 21 年度

未実施

平成 26 年度目標

実施箇所　１箇所
利用延べ日数　900 日

9 頁　平 22. 広報けいせん 5 月 平 22. 広報けいせん 5 月　8 頁





　

優
し
さ
は

　
　
「
友
」
を
救
え
る　

第
一
歩

平
成
21
年
度 

人
権
・
同
和
問
題
の

啓
発
標
語
代
表
作
品

桂
川
小
学
六
年　

堀 

華
奈
江 

さ
ん

佳　
作

≫ 0 6 月
 福沢水道設備店 ☎ 65・1172
 福豊設備工業 ☎ 72・0714

 水道修繕当番（水は大切に）

≫ 5 月
 ㈲  福 岡 設 備 ☎ 65・1035
 山 倉 建 設 ㈱ ☎ 42・1615

桂
川
町
役
場
で
は
、
平
成
22
年
３
月

末
を
も
っ
て
、
６
名
の
職
員
が
退

職
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

住
み
良
い
町
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
に

ご
指
導
、
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
退
職
者
紹
介
】（
※
写
真
右
か
ら
左
へ
紹
介
）

こ
れ
か
ら
も
よ
り
良
い
町
づ
く
り
に
ご
指
導
願
い
ま
す

平
成
21
年
度 

桂
川
町
役
場
を
退
職
さ
れ
た
方
々

３

内 訳 前月比 前年比

人 口 14,334 人 -7 -84

男 性 6,734 人 -9 1

女 性 7,600 人 2 -85

世帯数 6,092 戸 27 53

 人のうごき（平成 22 年 3 月末現在）

≫ 軽自動車税 全期分

 　納税のお知らせ（5 月の納期限）

○ 納税には、便利な口座振替を！
　 詳しくは、税務課 収納係（☎ 65・1076）
　 までお問合せください。

次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
健
や
か
な
育
ち
を

社
会
全
体
で
応
援
す
る
と
い
う
趣
旨
の
も
と
に
、「
子
ど
も

手
当
制
度
」
が
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

桂
川
町
で
も
、
支
給
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
子
ど

も
手
当
の
支
給
対
象
と
な
る
方
に
は
、
５
月
中
に
「
支
払
通
知
書
」

を
送
付
し
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
子
ど
も
】

　

満
15
歳
到
達
後
、
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
ど
も

　
（
中
学
校
修
了
ま
で
の
子
ど
も
が
対
象
で
、
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

【
支
給
さ
れ
る
手
当
の
額
】

　

対
象
児
童
一
人
に
つ
き

　

月
額
１
万
３
千
円

【
支
給
月
】

　

● 

６
月
（
４
月
～
５
月
分
） 

　

● 

10
月
（
６
月
～
９
月
分
）

　

● 

２
月
（
10
月
～
１
月
分
）

※
但
し
、
６
月
の
支
払
月
に
は
、

児
童
手
当
の
２
月
及
び
３
月
分

も
あ
わ
せ
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
社
会
全
体
で
応
援
す
る
制
度

「
子
ど
も
手
当
制
度
」
が
始
ま
り
ま
し
た
！

１
【
支
給
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き
等
】

　

平
成
22
年
３
月
31
日
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
っ

て
、
手
続
き
の
方
法
が
異
な
り
ま
す
。

　

申
請
が
必
要
な
方
は
、
保
険
証
と
印
鑑
（
新
規
申
請
は
通
帳
も
必
要
で
す
。）

を
持
っ
て
、
桂
川
町
役
場 

住
民
課 

住
民
年
金
係
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

【
申
請
方
法
】

児
童
手
当
を

　

受
給
し
て
い
な
い
方

新
規
認
定
の

　

申
請
が
必
要
で
す

児
童
手
当
を

　

受
給
し
て
い
る
方

４
月
１
日
現
在

新
中
学
１
年
生
ま
で
の

児
童
を
養
育
中
の
方

　

申
請
の
必
要
な
し

新
中
学
２
、３
年
生
の

児
童
を
養
育
中
の
方

増
額
の

　

申
請
が
必
要
で
す

　

公
務
員
の
方

　

勤
務
先
で
申
請

※
詳
し
く
は
勤
務
先
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

住
民
課 

住
民
年
金
係　

☎
６
５
・
３
３
０
１

桂
川
町
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
な
ど
が
、
自
宅
で
の
事

故
や
体
調
の
急
変
な
ど
が
起
き
た
際
に
、
長
期
間
に
わ
た
り
放
置

さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
見
守
り
事
業
」

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
、
そ
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
〝
個
人
登
録
〟
の
お
願
い
に
地
域

の
民
生
委
員
が
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
な
ど
を
訪
問
し
ま
す
。

【〝
個
人
登
録
票
〟
は
何
の
た
め
に
い
る
の
？
】

ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
な
ど
に
つ
い
て
、

緊
急
時
の
連
絡
先
等
を
把
握
す
る
た
め
で
す
。

【
誰
が
来
る
の
？
】

皆
さ
ん
の
地
域
の
民
生
委
員
が
「
個
人
登
録

票
」
の
記
入
の
お
願
い
に
伺
い
ま
す
。

【
記
入
し
た
個
人
登
録
票
は
ど
う
な
る
の
？
】

「
個
人
登
録
票
」
に
記
載
さ
れ
た
情
報
は
、
緊
急
時
等
の
対
応

及
び
更
新
調
査
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。ま
た
、「
個
人
登
録
票
」は
、

桂
川
町
役
場 

健
康
福
祉
課
に
て
管
理
し
ま
す
。

※
ご
理
解
と
「
個
人
登
録
」
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

健
康
福
祉
課 
高
齢
者
・
女
性
係　

☎
６
５
・
０
０
０
１

ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
な
ど
の
皆
さ
ん

民
生
委
員
が
〝
個
人
登
録
〟
の
お
願
い
に
伺
い
ま
す

２

【
前
】
福
本 

洋
子
さ
ん

（
吉
隈
保
育
所
）

【
前
】
伊
藤 

加
代
子
さ
ん
（
桂
川
幼
稚
園
園
長
）

【
前
】
山
崎 

美
知
子
さ
ん
（
吉
隈
保
育
所
園
長
）

【
後
】
森
口 　

満
さ
ん

（
会
計
管
理
者
兼
住
民
課
長
）

【
後
】
穂
坂 

英
二
さ
ん

（
介
護
保
険
広
域
連
合
嘉
穂
支
部
事
務
長
）

【
後
】
佐
藤 

秀
男
さ
ん

（
産
業
振
興
課
長
）
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桂
川
町
役
場 

☎
６
５
・
１
１
０
０
（
代
表
）	

FAX 

６
５
・
３
４
２
４

町
政
ト
ピ
ッ
ク
ス
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桂
川
町
役
場 

☎
６
５
・
１
１
０
０
（
代
表
）	

FAX 

６
５
・
３
４
２
４

町
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

教
職
員
の
異
動
に
よ
る
赴
任
式
が
４
月
１
日
、
桂
川
町
住
民
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
新
た
に
桂
川
小
学
校
、
桂
川
中
学
校
に
赴
任

す
る
９
名
の
先
生
方
に
辞
令
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」
と
穂
坂
和
義
教
育
長
か
ら
辞
令
を
受

け
た
先
生
方
は
、「
頑
張
り
ま
す
。」
と
決
意
を
新
た
に
、
各
校
へ
着
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
く
着
任
さ
れ
た
先
生
を
こ
こ
で
ご
紹
介
し
ま
す
。（
順
不
同
）

６
９
名
の
教
職
員
が
桂
川
町
に
赴
任

平
成
22
年
度
教
職
員
赴
任
式

桂川小学校

桂川中学校
　

私
た
ち
９
名
は
、
学
力
、
心
、
体
力
の
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
子
ど
も
た
ち
を
育
成
す
る
た
め

に
、
熱
意
と
敬
意
と
品
位
を
も
っ
て
明
日
を
担

う
桂
川
の
児
童
、
生
徒
の
育
成
に
粉
骨
砕
身
、

努
力
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

赴
任
者
代
表　

安
永 

保
之

ごあいさつ

▲ 桂川の子どもたちの育成に、決意を新たにする赴任教諭のみなさん

薄
う す い

井 純
じゅんいち

一 教諭

目
しゃかのお

尾小学校から

金
か ね こ

子 優
ゆ う こ

子 教諭

高田小学校から

栗
く り は ら

原 聡
さとし

 主幹教諭

飯塚東小学校から

上
う え の

野 誠
せ い じ

司 教頭

若菜小学校から

柴
し ば た

田 芳
よ し み

美 教諭

稲築西小学校から

安
や す な が

永 保
や す ゆ き

之 校長

二瀬中学校から

林
はやし

 鶴
つ る み

見 教諭

嘉穂中学校から

岡
お か も と

本 浩
ひ ろ ゆ き

幸 主幹教諭

大任中学校から

林
は や し だ

田 健
け ん じ

司 教諭

筑穂中学校から 桂
川
町
役
場
に
４
月
１
日
か
ら
新
規
採
用
と
な
っ
た

６
名
の
職
員
で
す
。

住
民
課

住
民
年
金
係

安や
す
な
か中 

麗よ

し

み美

保
険
環
境
課

生
活
環
境
係

中な
か
な
み並 

悠ゆ
う
へ
い平

土
師
保
育
所

深ふ

か

え江 

亜あ

き紀

　

桂
川
町
の
小
中
学
校
に
お
け
る
教
育
課
程
、
学
習
指
導
や
そ
の
他
学
校
教

育
に
関
す
る
課
題
や
問
題
等
の
解
決
に
関
し
て
は
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域

そ
し
て
教
育
委
員
会
（
行
政
）
が
よ
り
積
極
的
に
連
携
し
て
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。
と
り
わ
け
、
教
育
委
員
会
の
学
校
に
対
す
る
連
携
を
よ
り
充

実
さ
せ
る
た
め
に
今
年
度
、
指

導
主
事
を
配
置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
て
の
子
ど
も
の
「
学

力
の
保
障
」
と
い
う
観
点
か
ら

特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
各
学

校
に
１
名
ず
つ
配
置
し
ま
し
た
。

桂
川
町
の
教
育
政
策
の
充
実
①

教
育
委
員
会
に
指
導
主
事
を
配
置

４

川
か わ は ら だ

原田 寿
ひ さ し

史 指導主事

元小学校校長

　

桂
川
幼
稚
園
の
伊
藤
園
長
の
定
年
退
職
に
伴
い
、
今
年
度
か
ら
長
野
陽
一

さ
ん
（
元
小
学
校
校
長
）
が
園
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
桂
川
幼
稚
園
の
あ

り
方
等
に
つ
い
て
検
討
・
協
議
を

行
う
「
幼
稚
園
運
営
審
議
会
」
も

設
置
さ
れ
、
長
野
園
長
を
中
心
に

桂
川
町
の
幼
児
教
育
の
さ
ら
な
る

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

桂
川
町
の
教
育
政
策
の
充
実
②

桂
川
幼
稚
園 

新
園
長
就
任

５

長
な が の

野 陽
よ う い ち

一 園長

元小学校校長

【
人
事
】

“よろしくお願いします。”

吉
隈
保
育
所

嶺み
ね 

寿す

み

よ

美
代

建
設
事
業
課

事
業
係

小こ

が

ね

ま

る

金
丸 

卓た

く

や哉

建
設
事
業
課

事
業
係

八や

ち

ご児　

卓
す
ぐ
る

平 22. 広報けいせん 5 月　14 頁15 頁　平 22. 広報けいせん 5 月

町政トピックス



２ １
定
期
監
査
の
結
果
公
表
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第
９
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
21
年
度
定

期
監
査
の
結
果
を
、
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
22
年
４
月
１
日

町
監
査
委
員　
　

松
隈　

英
之
助

長
瀬　

俊 

夫

監
査
公
表

平
成
21
年
度

【
問
合
先
】
監
査
委
員
事
務
部
局
（
☎
６
５
・
１
１
３
６
）

　
　

監
査
の
対
象

　

各
課
等
に
お
け
る
平
成
21
年
度
の
財

務
等
に
関
す
る
事
務
の
執
行
状
況
で
す
。

　
　

監
査
の
結
果

　

事
務
の
執
行
に
つ
い
て
、
一
部
不
適

切
な
執
行
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
が
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
次
の
よ
う
に

検
討
・
改
善
を
指
摘
し
、
回
答
さ
れ
た

も
の
で
す
。

【
水
道
課
】

（
平
成
21
年
５
月
12
日
～
13
日
、
15
日
監
査
）

●
滞
納
者
の
状
況
把
握
に
つ
い
て

　

滞
納
者
の
状
況
・
経
緯
の
把
握
、
特
に

数
年
前
の
も
の
が
不
十
分
で
す
。

　

例
え
ば
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
、
状
況
を
継

続
的
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

▼ 

回
答
（
平
成
22
年
２
月
25
日
）

　

滞
納
者
に
つ
い
て
は
、
順
次
個
票
を
作

成
し
、
督
促
及
び
入
金
等
の
状
況
が
直
ち

に
把
握
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

ま
た
、
過
年
度
滞
納
に
関
す
る
一
斉
催

告
等
、
滞
納
整
理
に
関
す
る
年
間
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
策
定
し
ま
す
。

●
止
水
栓
の
処
理
に
つ
い
て

　

数
年
前
か
ら
、
土
師
浄
水
場
に
置
い
て

あ
る
止
水
栓
（
２
個
セ
ッ
ト
）
を
財
産
等

と
し
て
処
理
す
る
か
検
討
す
る
よ
う
指
導

し
て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
に
改
善
が
な
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

▼ 

回
答
（
平
成
22
年
２
月
25
日
）

　

調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
止
水
栓
は
、
平
成

８
年
に
Ｔ
氏
か
ら
「
ど
こ
か
の
バ
ル
ブ
が
故

障
し
た
場
合
に
規
格
が
あ
え
ば
使
っ
て
く
だ

さ
い
。」
と
譲
り
受
け
土
師
浄
水
場
に
置
い

て
あ
る
も
の
で
、
13
年
以
上
経
過
し
た
現
在

一
度
も
使
用
し
て
お
ら
ず
、
更
に
巻
き
上
げ

部
分
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
使
用
し
て
あ
り
現

在
で
は
、
用
い
な
い
形
式
で
あ
る
の
で
、
平

成
22
年
２
月
22
日
付
で
受
領
書
を
受
け
取
り

Ｔ
氏
に
返
戻
し
ま
し
た
。

【
健
康
福
祉
課
】

（
平
成
21
年
10
月
14
日
～
16
日
監
査
）

●
災
害
見
舞
金
の
支
給
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
７
月
下
旬
の
大
雨
に
よ
る
床
下

浸
水
に
対
し
て
も
、
床
上
浸
水
に
お
け
る
見

舞
金
と
同
額
の
見
舞
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

要
綱
に
お
け
る
災
害
の
見
舞
金
の
支
給
基

準
は
、
災
害
に
よ
り
現
に
住
民
が
入
居
し
て
い

る
住
家
が
「
全
焼
、
半
焼
、
全
壊
、
半
壊
、
又

は
床
上
浸
水
の
程
度
の
被
害
で
あ
っ
て
、
災
害

救
助
法
の
適
用
を
受
け
な
い
も
の
を
い
う
。」

に
区
分
し
見
舞
金
の
基
準
額
が
定
め
て
あ
り
、

そ
の
中
で
床
下
浸
水
に
対
し
て
は
、
支
給
を
定

め
て
い
ま
せ
ん
。

　

見
舞
金
を
要
綱
で
被
害
の
程
度
に
応
じ
て

定
め
、
町
長
の
裁
量
等
を
含
め
て
い
な
い
趣

旨
を
理
解
さ
れ
、
こ
れ
を
順
守
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
ま
た
見
舞
金
の
支
給
基
準
等
の

見
直
し
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
早
急
に
検
討
し

て
く
だ
さ
い
。

▼ 

回
答
（
平
成
21
年
11
月
24
日
）

　

指
摘
の
災
害
見
舞
金
の
支
給
要
綱
基
準

に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
災
害
見
舞
金
支

給
要
綱
を
別
紙
の
と
お
り
全
文
を
改
正
し

て
、
支
給
基
準
に
応
じ
て
支
給
す
る
も
の
と

し
ま
す
。
※
別
紙「
災
害
見
舞
金
支
給
要
綱
」

に
つ
い
て
は
、
図
書
館
又
は
桂
川
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

【
保
育
所
】

（
平
成
21
年
11
月
17
日
～
19
日
監
査
）

●
腸
内
細
菌
検
査
及
び
集
団
寄
生
虫
卵
検

査
に
つ
い
て

　

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
腸
内
細
菌
検
査
及

び
集
団
寄
生
虫
卵
検
査（
毎
月
行
な
う
検
便
）

委
託
業
務
の
契
約
書
に
お
い
て
は
、
受
検
者

を
園
長
・
保
育
士
・
栄
養
士
・
調
理
員
に
指

定
し
て
い
る
の
に
、実
際
の
検
査
で
は
長
年
、

事
務
員
も
加
え
実
施
さ
れ
て
い
る
。

▼ 

回
答
（
平
成
21
年
12
月
18
日
）

　

事
務
員
が
時
折
、
補
助
的
に
給
食
配
膳

を
支
援
す
る
こ
と
が
長
期
に
わ
た
っ
て
行

わ
れ
て
お
り
、
検
査
に
加
え
て
お
り
ま
し

た
が
、
業
務
委
託
契
約
に
事
務
員
が
指
定

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
い
て
お
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
次
年
度
業
務
委
託
契
約
時

に
は
事
務
員
を
受
検
対
象
者
と
し
て
指
定

す
る
と
共
に
、
保
育
所
を
統
括
す
る
所
長

に
つ
い
て
も
受
検
対
象
者
と
し
て
加
え
て

い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

学校の“今”を発信！　　連載「教育情報　桂川っ子」
問合先　桂川町教育委員会（☎ 65・1149）

〝
四
年
前
の
「
荒
れ
た
」
様
子
の
あ
と
か

た
も
な
く
、
生
徒
も
落
ち
着
い
て
い
て
、

ま
さ
に
「
学
び
の
学
校
」
に
な
っ
て
い
る
。

（
中
略
）
そ
し
て
、
家
庭
・
地
域
の
絶
大

な
協
力
と
支
援
が
あ
っ
た
か
ら
な
ど
の

こ
と
が
思
わ
れ
、
驚
き
と
と
も
に
感
動

を
覚
え
た
の
で
あ
っ
た
。〟

　

こ
れ
は
、
昨
年
12
月
に
県
教
育
委
員

会
が
桂
川
中
学
校
に
対
し
て
二
日
間
に

わ
た
っ
て
実
施
し
た
「
第
三
者
評
価
実

地
検
証
」
報
告
書
の
一
部
で
す
。

　

本
町
で
は
、
教
育
委
員
会
を
中
心
に
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
・
関
係
機
関
や
団

体
が
連
携
し
た
「
生
き
生
き
桂
川
っ
子
」

育
成
総
合
連
携
推
進
事
業
を
平
成
20
年

に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。「
桂
川
町

の
子
ど
も
は
桂
川
町
で
育
て
る
」
を
合

言
葉
に
町
全
体
で
教
育
を
盛
り
上
げ
て

い
こ
う
と
い
う
素
晴
ら
し
い
町
民
運
動

で
す
。
お
か
げ
様
で
、
小
・
中
学
校
と

も
す
っ
か
り
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
の

で
、
今
後
と
も
こ
の
事
業
を
継
続
・
発

展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
前
記
の
報
告
書
に
は
「
保

護
者
の
学
力
向
上
を
求
め
る
声
は
強
く
、

授
業
づ
く
り
、
家
庭
学
習
の
あ
り
方
な

ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
」
と
の
指
摘

も
あ
り
ま
し
た
。
幸
い
、
町
当
局
の
努

力
に
よ
り
本
年
度
よ
り
教
育
委
員
会
に

指
導
主
事
が
配
置
さ
れ
、
学
校
へ
の
支

援
や
指
導
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
幼
稚

園
に
も
専
任
の
園
長
が
配
置
さ
れ
、
各

学
校
に
は
学
習
困
難
な
子
ど
も
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
教
育
支
援
員
も
配
置
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
条
件
整
備
も

か
な
り
進
み
ま
し
た
の
で
、
今
年
は
「
確

か
な
学
力
と
豊
か
な
心
の
育
成
」
に
力

を
入
れ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
確
か
な
学
力
と
豊
か
な
心
の
育
成
を
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

桂
川
町
教
育
委
員
会 

教
育
長　

穂
坂 

和
義

　

桂
川
幼
稚
園
の
本
年
度
の
活
動
の
大

き
な
柱
は
、
一
年
を
通
し
た
花
や
野
菜

の
栽
培
活
動
で
す
。
こ
の
自
然
と
の
ふ

れ
あ
い
活
動
を
通
じ
て
、
本
園
の
教
育

目
標
で
あ
る
「
伸
び
伸
び
と
し
た
、
心

身
と
も
に
健
や
か
で
、
心
豊
か
な
幼
児

の
育
成
」
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

始
業
式
で
は
、
た
く
さ
ん
の
種
類
の

種
を
見
せ
な
が
ら
、「
た
く
さ
ん
の
花

や
野
菜
を
育
て
る
よ
」
と
話
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
サ
ル
ビ

ア
な
ど
の
花
の
種
、
キ
ュ
ウ
リ
や
ミ
ニ

ト
マ
ト
な
ど
の
夏
野
菜
の
種
を
蒔
き
ま

し
た
。
種
を
蒔
い
て
い
る
と
、
子
ど
も

た
ち
が
寄
っ
て
き
て
「
何
し
よ
う
と
」

と
言
い
な
が
ら
話
し
か
け
て
き
ま
し
た
。

種
を
蒔
い
た
育
苗
箱
は
花
壇
に
作
っ
た

ビ
ニ
ル
の
ト
ン
ネ
ル
の
中
に
入
れ
て
い

ま
す
。
早
く
芽
が
出
て
苗
が
で
き
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
花
壇
や
畑
の
準
備
も
し
て
い

ま
す
。
畑
は
、
幼
稚
園
の
す
ぐ
下
の
土

地
を
借
用
し
て
い
ま
す
。
何
年
も
放
置

さ
れ
て
い
る
の
で
荒
れ
地
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
を
少
し
ず
つ
鍬
で
耕
し
て

い
る
と
「
園
長
先
生
、
頑
張
っ
て
」
の

子
ど
も
た
ち
か
ら
の
励
ま
し
の
言
葉
を

も
ら
い
ま
す
。
苗
が
育
つ
前
に
、
早
く

畑
に
仕
上
げ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

種
ま
き
、
苗
の
植
え
付
け
か
ら
収
穫

ま
で
の
世
話
は
、
園
児
の
手
で
ど
れ
だ

け
で
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

花
や
野
菜
の
栽
培
活
動
を
通
じ
て
、
自

然
と
ふ
れ
あ
い
、
友
だ
ち
と
か
か
わ
り

あ
う
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
伸
び
伸

び
と
成
長
し
て
い
く
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
花
や
野
菜
の
栽
培
活
動
を
通
し
て
豊
か
な
自
然
体
験
を
！
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桂
川
幼
稚
園 
園
長　

長
野 

陽
一

　
　
　
　
　

教
育
情
報
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子
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「
ご
み
ゼ
ロ
」
が
合
言
葉

平
成
22
年
度
（
第
１
回
）

　

桂
川
町
環
境
美
化
の
日
行
動

【
日　

時
】　

５
月
16
日
㈰ 

８
時
30
分
～
10
時

【
集
積
場
所
】　

桂
川
町
役
場 

公
用
車
駐
車
場

【
実
施
目
標
】

　

① 

空
き
缶
、
空
き
ビ
ン
の
ポ
イ
捨
て
防
止
と
回
収

② 

不
法
投
棄
の
除
去
お
よ
び
防
止

③ 

そ
の
他
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
美
化
行
動

【
注
意
事
項
】　

ご
家
庭
で
出
た
〝
ご
み
〟
の
収
集
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

　

指
定
曜
日
に
有
料
指
定
袋
で
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

保
険
環
境
課 

生
活
環
境
係　

☎
６
５
・
１
０
９
７

お知らせ◆ 生活環境係◆ 健康づくり係 お知らせ

ガ
ン
検
診
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
に
つ
い
て

検
診
申
込
書
が
届
い
て
い
る
か
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

４
月
上
旬
に
「
平
成
22
年
度
各
種
検
診
申
込
書
」
を
対
象
の
世
帯
に
郵

送
し
て
お
り
ま
す
が
、
申
込
書
が
届
い
て
い
な
い
方
は
、
お
手
数
で
す
が

健
康
づ
く
り
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

対
象
は
、
平
成
23
年
４
月
１
日
時
点
で
女
性
20
歳
以
上
、
男
性
40
歳
以

上
の
方
が
居
る
世
帯
で
す
。

問
合
先　

健
康
福
祉
課 

健
康
づ
く
り
係　

☎
６
５
・
０
０
０
１

　

先
の
大
戦
に
お
け
る
遠
方
の
地
に
お
い
て
戦
没
さ
れ
た
方
々
を
追
悼
し
、
平

和
を
祈
念
す
る
た
め
、
慰
霊
巡
拝
団
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

【
地　

域
】　

中
国
（
雲
南
地
域
）：
上
海
、
昆
明
、
龍
陵
、
松
山
、
拉
孟
、
騰
沖
、
芒
市
な
ど

期
間
・
７
月
27
日
～
８
月
２
日
の
７
日
間

【
地　

域
】　

ミ
ャ
ン
マ
ー
：
ヤ
ン
ゴ
ン
、
カ
ロ
ー
、
イ
ン
レ
ー
湖
な
ど

期
間
・
11
月
９
日
～
11
月
16
日
の
８
日
間

【
募
集
人
員
】　

両
地
域
共
に
15
名

【
申
込
締
切
】　

５
月
31
日
㈪

※
参
加
資
格
、
費
用
な
ど
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先　

㈶
福
岡
県
遺
族
連
合
会　

☎
０
９
２
・
７
６
１
・
０
０
１
２

追
悼
の
誠
を
捧
げ
、
平
和
を
祈
念

平
成
22
年
度 

福
岡
県
海
外
戦
没
者
慰
霊
巡
拝

◆ 福祉係 募　集 ◆ 健康づくり係 お知らせ

リ
ハ
ビ
リ
等
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

「
ひ
ま
わ
り
の
里
」
機
能
訓
練
室
を
開
放
し
ま
す

　

毎
週
金
曜
日
、
午
前
９
時
か
ら
12

時
ま
で
機
能
訓
練
室
を
開
放
し
て
い

ま
す
。

　

歩
行
訓
練
や
肩
関
節
可
動
領
域
訓

練
な
ど
の
機
器
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

　

利
用
し
た
い
と
い
う
場
合
は
、
ま

ず
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

健
康
福
祉
課 

健
康
づ
く
り
係　

☎
６
５
・
０
０
０
１

◆ 福祉係 募　集
　

福
岡
県
で
は
、
先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者
の
方
々
に
追
悼
の
誠
を
捧

げ
る
と
と
も
に
、
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、
戦
没
者
追
悼
式
の
参
列
者
を

募
集
い
た
し
ま
す
。

【
福
岡
県
戦
没
者
追
悼
式
】（
福
岡
県
主
催
）

【
期　

日
】　

８
月
15
日
㈰

【
場　

所
】　

県
立
福
岡
武
道
館
（
福
岡
市
中
央
区
）

【
参
加
資
格
】　

先
の
大
戦
に
お
け
る
福
岡
県
出
身
の
戦
没
者
及
び
一
般
戦

災
死
没
者
の
配
偶
者
、
三
親
等
以
内
の
血
族
及
び
二
親
等

の
姻
族
で
福
岡
県
に
居
住
し
て
い
る
方

【
参
加
費
用
】　

無
料
（
会
場
ま
で
の
交
通
費
は
自
己
負
担
）

【
申
込
締
切
】　

６
月
23
日
㈬
（
募
集
人
員
・
９
０
０
名
）

【
全
国
戦
没
者
追
悼
式
】（
政
府
主
催
）

【
期　

日
】　

８
月
14
日
～
15
日
の
２
日
間

【
場　

所
】　

日
本
武
道
館
（
東
京
都
）

【
参
加
資
格
】

　

①
先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者
及
び
一
般
戦
災
死
没
者
の
配
偶
者
、
子
、

父
母
、
兄
弟
姉
妹
、
孫
、
及
び
子
・
兄
弟
姉
妹
の
配
偶
者
（
但
し
、

夫
婦
で
参
列
す
る
場
合
に
限
る
）
で
福
岡
県
に
居
住
し
て
い
る
方

　

②
過
去
に
参
列
し
た
こ
と
の
な
い
方

　

③
全
行
程
に
十
分
耐
え
ら
れ
る
体
力
を
有
し
、
団
体
行
動
が
と
れ
る
方

【
参
加
費
用
】　

旅
費
の
一
部
補
助
あ
り
（
差
額
は
自
己
負
担
）

【
申
込
締
切
】　

６
月
３
日
㈭
（
募
集
人
員
・
１
０
２
名
）

申
込
・
問
合
先　

健
康
福
祉
課 

福
祉
係　

☎
６
５
・
０
０
０
１

　

ま
た
は
、
福
岡
県
保
護
・
援
護
課　

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
０
１

恒
久
平
和
を
願
っ
て

平
成
22
年
度 

戦
没
者
追
悼
式
参
列
者
募
集

◆ 土師保育所・吉隈保育所 お知らせ

ぜ
ひ
遊
び
に
お
い
で
よ
♪

土
師
保
育
所
・
吉
隈
保
育
所
園
庭
開
放

　

土
師
保
育
所
・
吉
隈
保
育
所
で
は
、
園
児
と
地
域
に
住
む
子
ど
も
た
ち

ど
う
し
の
交
流
を
兼
ね
て
、
次
の
日
程
で
園
庭
を
開
放
し
ま
す
。

　

お
家
に
い
る
０
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
お
友
達
。
保
育
所
に
遊
び
に
来
て

み
ま
せ
ん
か
。楽
し
い
催
し
を
用
意
し
て
、園
の
お
友
達
と
い
っ
し
ょ
に
待
っ

て
い
ま
す
。

【
土
師
保
育
所
】（
時
間
）
10
時
～
12
時

７
月
１
日
㈭
“
制
作
遊
び
”

８
月
５
日
㈭
“
水
遊
び
”

11
月
10
日
㈬
“
焼
き
芋
〟

〝
焼
き
そ
ば
パ
ー
テ
ィ
ー
”

１
月
13
日
㈭
“
お
正
月
の
遊
び
”

３
月
８
日
㈫
“
カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
”

【
吉
隈
保
育
所
】（
時
間
）
10
時
～
12
時

６
月
17
日
㈭
“
制
作
遊
び
”

７
月
29
日
㈭
“
水
遊
び
”

11
月
５
日
㈮
“
焼
き
芋
〟

〝
焼
き
そ
ば
パ
ー
テ
ィ
ー
”

１
月
20
日
㈭
“
お
正
月
の
遊
び
”

３
月
１
日
㈫
“
カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
”

問
合
先　

土
師
保
育
所　

☎
６
５
・
０
０
７
７

　
　
　
　

吉
隈
保
育
所　

☎
６
５
・
３
３
６
７

▲ 園庭を元気に駆け回る子どもたち（吉隈保育所） 平 22. 広報けいせん 5 月　18 頁19 頁　平 22. 広報けいせん 5 月
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全
日
本
水
泳
チ
ー
ム
の
チ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
や
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
シ

ン
ク
ロ
チ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
を
務
め
た
、
日
本
医
師
会
健
康
ス
ポ
ー
ツ
医
の
内

田
泰
彦
医
師
を
講
師
に
迎
え
、中
高
年
の
健
康
増
進
の
た
め
、「
健
康
づ
く
り
」

を
主
題
に
、「
栄
養
と
食
品
衛
生
」、「
ス
ト
レ
ッ
チ
効
果
」、「
正
し
い
歩
行
」

に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
き
ま
す
。
皆
様
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】
５
月
19
日
㈬  

13
時
30
分
～
15
時

【
場　

所
】
桂
川
町
住
民
セ
ン
タ
ー
（
大
ホ
ー
ル
）

【
参
加
費
】
無
料

【
講　

師
】
内
田
泰
彦
「
健
康
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
内
田
病
院
」
院
長

問
合
先　

桂
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
６
５
・
２
２
７
１

◆ 桂川町社会福祉協議会 催　し

自
身
の
健
康
に
つ
い
て
見
つ
め
直
す
い
い
機
会
で
す

健
康
文
化
講
演
会
（
主
催
：
豊
か
な
老
後
を
考
え
る
会
）

　

月
２
回
の
教
室
で
研
修
・
制
作
し
た
作
品
の
発
表
と
一
般
出
品
展
で
す
。

【
日　

時
】
６
月
３
日
～
20
日　

９
時
～
16
時
30
分

【
場　

所
】
王
塚
装
飾
古
墳
館 

企
画
展
示
室

【
観
覧
料
】
無
料
（
但
し
、
館
内
常
設
展
示
エ
リ
ア
観
覧
は
有
料
）

【
出
品
点
数
】
約
70
点

申
込
・
問
合
先　

社
会
教
育
課 

文
化
財
振
興
係
（
コ
ダ
イ
ム
王
塚
）

☎
６
５
・
２
９
０
０

◆ コダイム王塚 催　し

桂
川
町
文
化
連
合
会 

絵
画
教
室
主
催

「
水
彩
・
油
絵
・
水
墨
」
絵
画
展 
in 
コ
ダ
イ
ム
王
塚

催　し

今
年
も
白
熱
し
た
好
ゲ
ー
ム
を
期
待
！

第
34
回
分
館
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

◆ 桂川町体育協会

【
日　

時
】　

６
月
20
日
㈰ 

８
時
30
分
～
開
会
式

【
場　

所
】　

桂
川
町
総
合
体
育
館
、
桂
川
中
学
校
体
育
館

【
参
加
資
格
】

●
女
性　

平
成
４
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
方
（
年
齢
18
歳
以
上
）

※
但
し
、
特
例
と
し
て
Ｅ
パ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
人
数
が
足
り

な
い
場
合
は
、
中
高
生
の
参
加
を
認
め
る
。

●
男
性　

昭
和
55
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
方
（
年
齢
30
歳
以
上
）

【
審
判
講
習
会
開
催
】

　

相
互
審
判
の
為
審
判
講
習
会
を
開
催
（
予
定
）
し
ま
す
。

【
日　

時
】　

６
月
３
日
㈭ 

19
時
30
分
～
２
時
間
程
度
（
※
変
更
の
場
合
有
）

【
場　

所
】　

桂
川
町
総
合
体
育
館

問
合
先　

桂
川
町
体
育
協
会
事
務
局
（
桂
川
町
総
合
体
育
館
内
）

☎
６
５
・
５
１
４
５

催　し

元
気
は
つ
ら
つ
！

第
15
回
桂
川
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

【
日　

時
】　

６
月
５
日
㈯ 

８
時
30
分
～
受
付

【
場　

所
】　

全
天
候
型
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

【
対
象
者
】　

桂
川
町
居
住
者
（
参
加
費
・
無
料
）

【
申
込
締
切
】　

５
月
26
日
㈬ 

※
総
合
体
育
館
ま
た
は
住
民
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

社
会
教
育
課 

社
会
体
育
係
（
総
合
体
育
館
内
）
☎
６
５
・
５
１
４
５

　　◆ 社会体育係

【
日　

時
】
６
月
３
日
～
平
成
23
年
３
月
３
日
（
計
10
回
）
10
時
～
13
時

【
場　

所
】
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ひ
ま
わ
り
の
里
」
調
理
室

【
対
象
者
】
町
内
居
住
の
50
歳
以
上
の
男
性
（
定
員
25
名
・
初
心
者
優
先
）

【
参
加
費
】
年
間
５
千
円

【
講　

師
】
都
田
智
子
（
桂
川
町
の
管
理
栄
養
士
）
他

【
申
込
期
間
】
５
月
17
日
～
21
日

問
合
先　

桂
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
６
５
・
２
２
７
１

◆ 桂川町社会福祉協議会 募　集
〝
お
と
う
さ
ん
〟、
料
理
楽
し
い
で
す
よ
！

平
成
22
年
度 

男
性
料
理
教
室
（
基
礎
編
）

土
に
向
か
え
ば
精
神
統
一
に
も
！

陶
芸
教
室
サ
ー
ク
ル
生
徒
募
集

町
内
在
住
の
方
で
陶
芸
に
興
味
の
あ
る
あ
な
た
！

陶
芸
教
室
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

【
講　

師
】　

八
児
正
信
（
土
師
焼
窯
元
）

【
場　

所
】　

い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
「
桂
寿
苑
」

【
募
集
人
員
】　

10
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

【
受
講
料
】　

月
額
４
千
円

【
申
込
締
切
】　

５
月
31
日
㈪

申
込
・
問
合
先　

健
康
福
祉
課 

高
齢
者
・
女
性
係　

☎
６
５
・
０
０
０
１

募　集◆ 高齢者・女性係

あ
な
た
の
手
助
け
を
待
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
！

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
課
程
養
成
研
修

　

現
在
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
従
事
し
て
い
る
人
や
、
こ
れ
か

ら
従
事
し
よ
う
と
す
る
人
を
対
象
と
し
て
、
講
義
・
実
技
・
実
習
か
ら
な

る
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日　

時
】　
（
講
義
）
７
月
25
日
～
12
月
５
日
の
毎
週
日
曜

（
実
習
）
12
月
６
日
～
２
月
４
日
の
間
で
平
日
４
日
間
予
定

※
講
義
・
実
技
と
も
に
10
時
～
17
時

【
場　

所
】　

福
岡
県
立
飯
塚
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

（
飯
塚
市
川
津
六
八
〇
ー
四
一
）

【
受
講
料
】　

三
万
円
程
度

【
申
込
締
切
】　

６
月
18
日
㈮

申
込
・
問
合
先　

健
康
福
祉
課 

高
齢
者
・
女
性
係　

☎
６
５
・
０
０
０
１

募　集◆ 高齢者・女性係

お
詫
び
と
再
度
掲
載

　

広
報
け
い
せ
ん
４
月
号
〝
平
成
22

年
度 

サ
ー
ク
ル
・
教
室
・
講
座 

会

員
募
集
（
15
頁
）〟
に
お
い
て
、
連
絡

先
の
も
れ
等
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫

び
し
て
再
度
下
記
の
と
お
り
掲
載
い

た
し
ま
す
。

【
問
合
先
】
社
会
教
育
課 

社
会
教
育
係　

☎
６
５
・
２
０
０
７

10　クラシックギター教室「楽」

指導・代表　都築 健二（☎ 65・5134）

活動日　毎週土曜日

　　　10 時～ 13 時

会費等　月額 1,000 円
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国民健康保険制度に加入しているみなさんへ

桂川町国民健康保険特定健康診査について
健康

　問合先   保険環境課　医療介護保険係　☎ 65-1097

　近年、桂川町民の健康に関して、「高血圧」・「糖尿病」などの生活習慣病が増え続けているデータが出ています。

また、日本人の死因の約２／３、医療費の約１／３が生活習慣病に起因したものとなっています。

　こうした生活習慣病の増加やその医療費の増加をくい止めるため、メタボリックシンドロームに着目した

「特定健康診査（以下、特定健診）」と「特定保健指導」を実施しています。

　生活習慣病は、生活習慣の改善で予防解消できます。毎年、特定健診を受診し健康づくりに努めましょう。

“ご存知ですか？”

　現在、国民健康保険における医療費削減のため、特定健診の受診率が高く、生活習慣病予防

に積極的に取り組む自治体とそうでない自治体では、保険者（市町村）負担に差をつける国の

施策がとられています。

　桂川町における特定健診の受診率が低いと、今後国保被保険者の皆様の国民健康保険税に大

きく影響いたします。お一人お一人が受診することが大切になります。

【特定健診の対象者】次の❶、❷のいずれも満たす人（※）

　　　❶．平成 22 年度中に 40 歳～ 74 歳に達する方

　　　❷．4 月１日時点で国民健康保険を有し、平成 22 年度中、１年間を通じて資格を有する方

※但し、妊産婦の方、医療機関に半年以上入院している方、介護保険施設等に
　入所中の方など一部受診の必要の無い方もあります。

        対象者には、５月下旬に「特定健康診査受診券」を送付いたします。

（75 歳以上の方や平成 22 年度中に 75 歳になる方は、後期高齢者医療で実施する健康診査の対象となります。）

【特定健康診査の実施期間及び受診場所】個別健診または集団健診のどちらか一方のみ受診

＜個別健診＞　実施期間：６月１日～８月 31 日（但し、日曜・祝日を除く）

受診場所：桂川町・飯塚市・嘉麻市の飯塚医師会に所属する医療機関

　　　　（希望する医療機関等へ事前に電話等で連絡して受診してください。）

＜集団健診＞　実 施 日：11 月 18 日㈭、12 月９日㈭の２日間

受診場所：桂川町総合福祉センター「ひまわりの里」

　　　　（事前申し込みが必要です。申込先、受付期間等は、「特定健康診査受診券」送付時の案内をご覧ください。）

【特定健康診査の受診料】桂川町国民健康保険特定健康診査の費用の一部は、自己負担となります。

　　　　　　　　○住民税課税の方：1,000 円　　　○住民税非課税の方：500 円

　　　　（特定健康診査の受診料については、送付される「特定健康診査受診券」に記載されています。）

後期高齢者医療制度に加入しているみなさんへ

後期高齢者医療制度の保険料及び保険証の更新について
健康

　後期高齢者医療制度の保険料率は２年に一度改正することとされており、制度開始

以来、初めての保険料率の改正を行いました。

　その結果、平成22年度及び平成23年度の所得割率と均等割額は以下のとおりとなります。

【後期高齢者医療制度 保険料と算出方法】

均等割額・・・被保険者全員が等しく負担するもの

所得割額・・・総所得金額等（※注）に応じて負担するもの

※注 「総所得金額等」とは、前年中の「公的年金等収入 － 公的年金等控除」、
「給与収入 － 給与所得控除」、「事業収入 － 必要経費」等の合計額で、

各種所得控除前の金額です。

　　　

【保険料軽減措置について】

平成 22 年４月１日時点の世帯の所得状況等に応じて、保険料の軽減措置が行われます。

保険料、軽減措置の詳細は、７月に送付予定の「平成 22 年度

後期高齢者医療保険料決定額通知書」でご確認ください。

【後期高齢者医療被保険者証（保険証）の更新】

現在お持ちの保険証の有効期限は、平成 22 年７月 31 日までとなっています。８月１日

から使える新しい保険証は、７月下旬に郵送します。

平成22年度
平成23年度 前年度比較 平成20年度

平成21年度

均 等 割 額 52,213 円 1,278 円増 50,935 円

所 得 割 率 9.87％ 0.63 ポイント増 9.24％

賦課限度額 50 万円 増減ない 50万円

均等割額

52,213 円

所得割額

（ 総所得金額等 － 33 万円 ）× 9.87％
　　　　　　　　　　　　　　（所得割率）

＋ ＝
保険料額

（年額）

　問合先   保険環境課　医療介護保険係　☎ 65-1097
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問合先　桂川町役場 産業振興課
☎ 65 － 1106

　　　　（農産物出荷者 随時募集中 !!）

 農産物直売所 「 けいせん  とれたて村 」

　“桂川の旬”好評販売中！

開店日時　毎週日曜 ９時から 12 時まで
　　　　　　※売り切れ次第終了

場　　所　旧給食センター
　　　　　　※総合福祉センター「ひまわりの里」横（桂川郵便局側）

　農産物直売所「けいせん とれたて村」は、毎週日曜日の

午前中、旧給食センターにて販売を行っています。

　ぜひ、地元桂川でとれた新鮮な農産物をご賞味ください。

問合先　嘉穂総合高校 地球環境システム科 ☎ 65 － 5727

　桂川町役場 産業振興課 ☎ 65 － 1106

 嘉穂総合高校

　グリーンライフ“出張青空市”
　グリーンライフ“出張青空市”は、嘉穂総合高校 地球環境システム科の生徒たち

が生産した農産物や加工品の販売実習を兼ね、接客や会計処理など日ごろの学習成

果発表の場として開催します。

　商店とは違うため商品の数に

限りがございます。売り切れの

際は、ご了承ください。

　

開催日　第１回 ６月 18 日㈮
　　　　第２回 ７月 2 日㈮
時　間　14 時から 15 時まで
　　　　　 ※売り切れ次第終了

場　所　旧給食センター
　　　　　 ※総合福祉センター「ひまわりの里」横（桂川郵便局側）

販売物　野菜、加工品（ジャム、ケチャップなど）、
　　　　　草花（鉢花など）、卵、その他
　　　　　 ※季節により販売物は変わります。

※ 実際の販売物を表すものではありません。

※ 実際の販売物を表すものではありません。

25 頁　平 22. 広報けいせん 5 月
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５月号

お問い合せは

☎６５ー４９４６
よ く よ む

　桂川町立図書館では、約 72 種類

の様々なジャンルの雑誌を定期購入

し、気軽に閲覧できるようにしてい

ます。

　写真やイラストをふんだんに使い

デザインされた雑誌は、じっくりと

読書する時間の取れない方でも気軽

に楽しめる読み物であり、身近な情

報源として重宝するものです。

　春の陽気が心地よいこの季節、自

分に合った“My 雑誌”を見つけて

みてはいかがでしょうか。

「今年度は雑誌をより充実！」in 桂川町立図書館

桂川町立図書館

文学講座「大鏡」受講者募集 !

【講　師】有馬英俊（桂川町立図書館館長）

　「大鏡」（作者不詳）は、四鏡（大鏡、今鏡、水鏡、

増鏡）の最初の作品で平安後期の歴史物語です。

　この物語は、とある長命な二人の老人が菩提

講で藤原道長について語り合い、それを若侍が

批評するという対話形式で構成されています。

　“古典文学は初めて”という方でも解り易く読

み解いていき、楽しめる講座です。

【日　時】６月５日～ 11 月６日（第一土曜日）
９時 30 分～ 11 時 30 分

【場　所】桂川町住民センター

【対象者】町内外を問わず参加できます。

【申込締切】５月 25 日㈫（電話でも申し込めます。）

季節を感じ、癒しの心で優しさ発見 !!

「絵手紙教室」参加者募集 !

【講　師】八児凉代（土師二区）

　“へたでいい”“へたがいい”の気持ちで、心

こもった絵手紙を描いてみませんか。

　あなたらしく素敵な絵手紙の描き方などを楽

しく学ぶ教室です。

【日　時】６月 20 日㈰  13 時～ 16 時 30 分

【場　所】桂川町立図書館

【申込締切】５月 30 日㈰（電話でも申し込めます。）

【持参品】絵の具、筆、パレット、ふきん、水入れ

【参加費】２００円

【対象者】町内居住者及び図書館利用カード登録者
（定員：20 人）

【図書館カレンダー】
 ■は休館日です。

日 月 火 水 木 金 土
5月6月

6
13
20
27

日 月 火 水 木 金 土

7
14
21
28

5
12
19
26

1
8
15
22
29

5
12
19
26

4
11
18
25

6
13
20
27

3
10
17
24

4
11
18
25

2
9
16
       23
30

3
10
17
       24
31

2
9
16
23
30

7
14
21
28

1
8
15
22
29

日 月 火 水 木 金 土
5月6月

6
13
20
27

日 月 火 水 木 金 土

7
14
21
28

5
12
19
26

1
8
15
22
29

5
12
19
26

4
11
18
25

6
13
20
27

3
10
17
24

4
11
18
25

2
9
16
       23
30

3
10
17
       24
31

2
9
16
23
30

7
14
21
28

1
8
15
22
29

○
は
ミ
ニ
ミ
ニ
お
は
な
し
会
（
14
時
～
14
時
30
分
）
開
催
日
で
す
。

今月の PICK UP
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暮らし の 情報

暮
ら
し
の
情
報

暮
ら
し
の
情
報

　

原
因
も
不
明
で
根
本
的
な
治
療
も
な

く
、
子
ど
も
の
心
臓
な
ど
を
侵
す
後
天

的
な
病
、
川
崎
病
。
そ
の
川
崎
病
に
関

す
る
、
情
報
交
換
や
啓
蒙
を
目
的
と
し

た
講
演
会
と
相
談
会
で
す
。

日　

時　

６
月
６
日
㈰ 

13
時
30
分
～
16
時

会　

場　

福
岡
市
市
民
福
祉
プ
ラ
ザ 
５

階
（
福
岡
市
中
央
区
荒
戸
三
丁
目
三

番
三
九
号
）

入
場
料　

無
料
（
※
託
児
あ
り
）

そ
の
他　

駐
車
場（
有
料
）は
あ
り
ま
す
が
、

で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
合
先　

川
崎
病
の
子
供
を
も
つ
親
の

会
福
岡
県
連
絡
会
（
梅
野
）

　

☎
０
９
２
・
５
８
１
・
１
８
６
９

　

筑
豊･

京
築
・
宗
像
か
ら
障
が
い
者
作

業
所
が
飯
塚
に
大
集
合
。
各
作
業
所
自
慢

の
こ
だ
わ
り
ク
ッ
キ
ー
・
パ
ン
・
豆
腐
・
こ

ん
に
ゃ
く
等
、
手
作
り
商
品
を
販
売
し
ま
す
。

　

福
岡
県
で
は
、
平
成
22
年
度
女
性
海
外
研
修

事
業
「
女
性
研
修
の
翼
」
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

研
修
期
間　

11
月
14
日
～
21
日

訪
問
国　

ド
イ
ツ
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

募
集
人
員　

20
名（
書
類
、面
接
選
考
あ
り
）

応
募
資
格　

県
内
に
居
住
し
、
20
～
65
歳

の
方
で
、
団
体
や
企
業
で
男
女
共
同
参

画
に
関
す
る
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て

お
り
、
帰
国
後
も
活
動
を
期
待
で
き
る

方
。（
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
）
た
だ

し
、
公
務
員
や
学
生
、
過
去
同
種
の
派

遣
事
業
に
参
加
し
た
方
は
除
き
ま
す
。

研
修
費
用　

25
万
円
程
度

募
集
期
間　

５
月
10
日
～
６
月
11
日

申
込
先　

桂
川
町
役
場
健
康
福
祉
課 

高

齢
者
・
女
性
係
（
☎
６
５
・
０
０
０
１
）

問
合
先　

福
岡
県
男
女
共
同
参
画
推
進
課 

　

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
９
１

　

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
で
は
、
ひ

と
り
親
家
庭
で
頑
張
る
お
母
さ
ん
と
子
ど
も

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
と
し
て
一
流
ホ
テ
ル

の
シ
ェ
フ
の
協
力
の
も
と
、
野
外
で
作
る
本

格
フ
ラ
ン
ス
料
理
に
挑
戦
す
る
キ
ャ
ン
プ
を

実
施
し
ま
す
。

日　

時　

６
月
26
日
～
27
日 

12
時
30
分

～
現
地
集
合
、
27
日
は
13
時
解
散
予
定

場　

所　

国
立
夜
須
高
原
青
少
年
自
然
の
家

（
朝
倉
郡
筑
前
町
三
箇
山
一
一
〇
三
）

対
象
者　

原
則
、
５
歳
以
上
中
学
生
以

下
の
子
ど
も
を
持
つ
ひ
と
り
親
家
庭

の
母
と
子

参
加
費　

大
人
３
千
円
、
子
ど
も
２
千

円
（
宿
泊
費
、
食
費
、
保
険
料
等
）

募
集
人
員　

30
組
（
母
と
子
90
名
予
定
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

申
込
締
切　

５
月
28
日
㈮

申
込
・
問
合
先　

社
会
福
祉
法
人 

福
岡

県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　

☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
２
２

日　

時　

７
月
１
日
㈭ 

13
時
30
分
～
15

時
30
分

場　

所　

筑
豊
ハ
イ
ツ
（
飯
塚
市
仁
保

八
ー
三
〇
）

講
習
項
目　

庭
木
の
整せ

い
し姿
と
剪せ

ん
て
い定

参
加
費　

無
料

募
集
人
員　

30
名
（
先
着
順
）

申
込
開
始　

６
月
10
日
㈭

申
込
・
問
合
先　

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

管
理
事
務
所

　

☎
０
９
４
３
・
７
２
・
１
１
９
３

他
に
も
バ
ザ
ー
や
地
域
の
方
を
お
招
き
し
て

の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
老
若
男
女
楽
し

め
る
企
画
で
、
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日　

時　

６
月
６
日
㈰ 

10
時
～
15
時

場　

所　

飯
塚
東
町
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド

参
加
予
定
施
設　

ワ
ー
ク
ラ
ン
ド
桂
川
、

つ
む
ぎ
の
里
第
１
・
２
つ
く
し
の
里
、
秀

峰
園
、
す
み
れ
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
他

主　

催　

き
ょ
う
さ
れ
ん
福
岡
支
部
県

北
ブ
ロ
ッ
ク

問
合
先　

県
北
ブ
ロ
ッ
ク
プ
レ
企
画
事
務
局 

　

☎
０
９
４
７
・
５
０
・
８
４
１
５

　

０
９
４
７
・
５
０
・
８
４
１
６

　

宇
宙
の
気
・
自
然
の
気
を
吸
収
し
て

元
気
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

開
催
日　

毎
月
２
回
金
曜
日 
13
時
30
分

～
15
時
30
分
（
※
第
一
回
目
は
、
６

月
11
日
㈮
で
す
。）

場　

所　

桂
川
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ひ
ま
わ
り
の
里
」

会
費
等　

月
額
２
千
円

指
導
者　

南
場
佳
仁 

先
生

申
込
・
問
合
先

　

山
口　

節
子　

☎
６
５
・
１
５
７
８

　

井
上
喜
代
子　

☎
６
５
・
３
４
１
０

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
就
労
を
支

援
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
支

援
を
希
望
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、
お

住
ま
い
の
町
役
場
で
面
談
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

問
合
先　

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
飯
塚
ブ
ラ
ン
チ
）

　

☎
２
１
・
０
３
９
０

　

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
ま
た
は
離
婚

協
議
中
の
方
を
対
象
に
養
育
費
の
電
話

無
料
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間　

平
日
の
９
時
～
16
時

問
合
先　

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
飯
塚
ブ
ラ
ン
チ
）

　

☎
２
１
・
０
３
９
０
（
担
当
・
柴
田
）

　

法
務
局
、
国
税
局
、
警
察
、
弁
護
士
、

行
政
（
桂
川
町
・
飯
塚
市
・
嘉
麻
市
）
な

ど
複
数
の
機
関
に
よ
る
合
同
相
談
所
を
開

設
し
、
登
記
・
人
権
問
題
、
税
金
（
所
得

税
、
相
続
税
な
ど
）、
交
通
・
生
活
安
全
、

法
律
相
談
、
市
政
、
国
の
行
政
一
般
な
ど

に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の

で
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日　

時　

５
月
18
日
㈫ 
10
時
～
16
時

場　

所　

イ
オ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
タ
ウ

ン
穂
波
店
（
正
面
玄
関
入
っ
て
す
ぐ
）

問
合
先　

総
務
省 

九
州
管
区
行
政
評
価

局 

行
政
相
談
課

　

☎
０
９
２
・
４
３
１
・
７
０
８
１

　

税
理
士
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調

査
士
、
弁
理
士
、
不
動
産
鑑
定
士
、
行

政
書
士
、
社
会
保
険
労
務
士
、
弁
護
士
、

公
認
会
計
士
が
、
暮
ら
し
の
中
で
起
こ

る
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
や
手
続
き
な
ど
に

つ
い
て
、
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
筑
豊
地
区
】（
※
他
に
県
下
３
カ
所
）

日　

時　

６
月
５
日
㈯ 

10
時
～
16
時

　
（
※
受
付
終
了
15
時
30
分
）

場　

所　

イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
２
階

相
談
枠　

一
人
約
30
分
（
無
料
）

問
合
先　

福
岡
専
門
職
団
体
連
絡
協
議

会
（
事
務
局 

九
州
北
部
税
理
士
会
）

　

☎
０
９
２
・
４
７
３
・
８
７
６
１

木
造
住
宅
を
新
築
ま
た
は
購
入
す
る
方
に

対
し
て
、
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者　

今
後
、
福
岡
県
内
で
一
定
の

建
設
基
準
に
適
合
す
る
住
宅
を
新

築
・
購
入
す
る
方

助
成
内
容　

◎
床
面
積
１
㎡
当
た
り
２
５
８
７
円

（
限
度
額
47
万
円
）

◎
県
内
で
育
成
・
加
工
し
た
「
県
産
木

材
」
の
使
用
量
に
応
じ
た
上
乗
せ
（
限

度
額
11
万
７
０
０
０
円
）

※
最
高
限
度
額
58
万
７
０
０
０
円

手
続
き　

住
宅
着
工
前
に
添
付
図
書
を

添
え
て
、
認
定
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

随
時
受
付
中

※
助
成
金
交
付
の
認
定
は
、
予
算
の
範

囲
内
で
先
着
順
で
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
合
せ
い
た
だ
く
か
、
福
岡
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｕhttp://w
w

w
.pref.fukuoka.lg.jp

問
合
先　

福
岡
県
建
築
都
市
部
住
宅
計

画
課 

民
間
住
宅
係

　

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
７
３
１

　

町
村
在
住
の
母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん

（
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
）
を
対
象
に

　

筑
豊
市
民
大
学
は
、
参
加
者
自
ら
が

自
主
的
に
学
び
、
仲
間
と
共
に
学
習
の

場
を
つ
く
り
、
知
識
を
得
、
お
互
い
に

刺
激
し
合
う
こ
と
で
自
己
を
高
め
、
明

日
の
社
会
へ
の
確
か
な
意
識
を
持
つ
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

期　

間　

５
月
～
平
成
23
年
３
月
（
毎

月
一
回
開
催
）　

場　

所　

福
岡
県
立
大
学
・
そ
の
他

対
象
者　

目
的
に
賛
同
し
、
自
己
責
任

で
積
極
的
に
学
習
に
参
加
さ
れ
る
方

受
講
料　

年
会
費
１
万
円
（
重
複
受
講

の
場
合
は
別
途
１
コ
ー
ス
２
千
円
必

要
）
※
学
生
は
年
会
費
２
千
円

開
講
式　

５
月
22
日
（
土
）

そ
の
他　

講
座
の
内
容
、
申
込
等
詳
し

く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先　

筑
豊
市
民
大
学
運
営
委
員
会

　

☎
０
８
０
・
５
２
１
０
・
０
２
４
５

　

福
岡
県
で
は
、
県
産
材
を
活
用
し
、
環

境
に
や
さ
し
く
耐
久
性
に
も
優
れ
た
優
良

な
木
造
住
宅
の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
、

FAX

平 22. 広報けいせん 5 月　26 頁27 頁　平 22. 広報けいせん 5 月

講
演
・
研
修

川
崎
病
医
療
講
演
会
と
相
談
会

く
ら
し
・
行
政
な
ん
で
も
相
談
会

「
女
性
の
翼
」
団
員
募
集

催
し
・
募
集

飯
塚
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
ま
つ
り

「
第
10
期 

筑
豊
市
民
大
学
」
受
講
生
募
集

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
の
就
労
支
援

「
母
と
子
の
キ
ャ
ン
プ
」
参
加
募
集

緑
化
講
習
会
の
受
講
者
募
集

快
適
な
住
ま
い
づ
く
り
推
進
助
成
制
度

生
活
・
雇
用

相
談
・
法
律

養
育
費
に
関
す
る
電
話
相
談
受
付

く
ら
し
・
事
業
な
ん
で
も
相
談
会

い
き
い
き
気
功
教
室
生
徒
募
集



暮らし の 情報

暮
ら
し
の
情
報

試
験
日

○
太
宰
府
地
区
・
７
月
25
日
㈰

【
会
場
】
日
本
経
済
大
学
（
太
宰
府

市
五
条
三
丁
目
一
一
ー
二
五
）

※
旧
福
岡
経
済
大
学

○
北
九
州
地
区
・
８
月
８
日
㈰

【
会
場
】
九
州
共
立
大
学
（
北
九
州

市
八
幡
西
区
自
由
ヶ
丘
一
ー
八
）

試
験
種
類　

全
種
類

受
付
期
間　

５
月
24
日
～
６
月
４
日

　
（
※
６
月
４
日
の
消
印
ま
で
受
付
）

受
付
場
所　

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

福
岡
県
支
部   

〒
８
１
２
・
０
０
３
４

　

福
岡
市
博
多
区
下
呉
服
町
一
ー
一
五

（
ふ
く
お
か
石
油
会
館
３
階
）

願
書
配
布
場
所　

飯
塚
地
区
消
防
本
部

及
び
最
寄
り
の
消
防
署

問
合
先　

飯
塚
地
区
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
２
２
・
７
６
０
７
（
担
当
・
佐
藤
）

　

人
事
院
及
び
各
府
省
で
は
、
国
家
公
務

員
中
途
採
用
者
選
考
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

１
次
試
験
日　

９
月
５
日
㈰

受
験
資
格　

昭
和
45
年
４
月
２
日
か
ら
昭

和
56
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

受
付
期
間　

６
月
22
日
～
29
日

受
験
案
内
等
の
請
求
方
法

　

返
信
用
封
筒
（
角
形
２
号
・
Ａ
４
判
、

１
４
０
円
分
の
切
手
貼
付
、
あ
て
先
及

び
「
中
途
採
用
」
明
記
）
を
同
封
し
た

封
筒
に
、「
中
途
採
用
請
求
」
と
朱
書
き

し
、
申
込
先
ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

試
験
区
分
等
詳
し
く
は
人
事
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【U
R

L
】http://w

w
w
.jinji.go.jp/

申
込
・
問
合
先　

人
事
院
九
州
事
務
局
第
二

課
試
験
係
（
〒
８
１
２
・
０
０
１
３ 

福
岡
市

博
多
区
博
多
駅
東
二
ー
一
一
ー
一
）

　

☎
０
９
２
・
４
３
１
・
７
７
３
３

　

肝
炎
医
療
費
助
成
制
度
が
、
４
月
１
日
か

ら
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
変
更
内
容
は
、
次

の
４
点
で
す
。

変
更
点

1
自
己
負
担
額
限
度
が
、
所
得
に
応
じ

１
万
円
ま
た
は
２
万
円
に
引
き
下
げ

ら
れ
ま
す
。

2
Ｂ
型
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
に
対
す
る
核

酸
ア
ナ
ロ
グ
製
剤
治
療
が
医
療
費
助

成
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

3
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
場
合
、
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
に
係
る
医
療

助
成
を
、
２
回
目
ま
で
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

4
６
か
月
を
限
度
と
す
る
期
間
延
長
の

条
件
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他　

変
更
点
の
2
、
3
、
4
は
、

保
健
所
な
ど
で
申
請
が
必
要
で
す
。

ま
ず
は
主
治
医
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

※
６
月
末
ま
で
に
申
請
し
た
場
合
は
、

有
効
期
限
の
始
期
を
４
月
１
日
ま
で

に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
先　

嘉
穂
・
鞍
手
保
健
福
祉
環
境

事
務
所

　

☎
２
１
・
４
８
１
５

種
類
・
講
習
日

　

○
第
６
類　

６
月
25
日
㈮

　

○
第
４
類　

６
月
26
日
㈯

　

○
第
１
類　

６
月
27
日
㈰

講
習
場
所　

飯
塚
地
区
消
防
本
部

　
（
飯
塚
市
片
島
三
丁
目
一
六
ー
八
）

受
付
期
間　

５
月
13
日
～
６
月
15
日

申
込
・
問
合
先　

飯
塚
地
区
消
防
本
部

予
防
課

　

☎
０
８
０
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児
童
福
祉
週
間

　　　第４回
　　　嘉麻・桂川少年の船
　　　団員・スタッフ募集

　この少年の船は、嘉麻市と桂川町に在住する小

学校４年生～６年生を対象とし、事前研修や沖縄

本島及び鹿児島県知覧町での３泊４日の本研修を

とおして、平和学習・文化学習を体験します。さ

らに、規律ある団体生活と仲間づくりの大切さを

学び、将来の地域におけるリーダーとして活躍し

てくれる少年少女の育成を目的としています。

　行きは船で鹿児島から沖縄へ、帰りは飛行機で

沖縄から福岡へと、充実した研修を行います。

　今年の夏休みの思い出づくりに、あなたも参加

しませんか。

【日　 時】８月 21 日（土）～ 24 日（火）３泊４日

【場　 所】沖縄本島及び鹿児島県知覧町

【募集人数】団員 35 名　スタッフ 20 名

【参 加 費】団員６万円、スタッフ５万円（※予定）

【募集締切】６月１日（火）

※スタッフで参加希望の方は、
　下記までご連絡ください。

問合先　第４回嘉麻・桂川少年の船実行委員会

　　　　　☎ 090・1513･5419（団　長  和多一平）

　　　　　☎ 080・5218･4007（事務局  伊藤貴裕）

　　「嘉麻・桂川少年の船ホームページ」

【URL】http://kamakeisen.aikotoba.jp/

「全国一斉『人権擁護委員の日』特設人権相談所」を開設
～人権擁護委員はあなたの街の相談パートナーです～

あなたの悩みを人権擁護委員に相談してみませんか

　　　日　時　6 月 1 日（火）13 時～ 16 時

　　　場　所　桂川町総合福祉センター「ひまわりの里」

　6 月 1 日は、「人権擁護委員の日」です。

　あなたの街の身近な相談パートナーである人権擁

護委員が、家庭内のもめごとや隣近所とのトラブル、

いじめや差別などの相談に応じます。

　相談は無料で、秘密は固く守られますので、お気

軽にご相談ください。

お互いに人権を守って

明るい社会をつくることが

私たち人権擁護委員の願いです

人権擁護委員はいつでも相談を受け付けます。

　　 問合先　福岡法務局飯塚支局内

　　　　　　 飯塚人権擁護委員協議会　☎ 22・1580

自動車をお持ちの皆さんへ
「自動車税は納期内に納めましょう！」

平成 22 年度自動車税の納期限は５月 31 日です！

○自動車税って？

毎年４月１日現在で自動車を所有している人

に課税されます。

○忙しくて納めに行く時間が ･･･

自動車税（※軽自動車は除く）は、指定のコ

ンビニエンスストアやクレジットカードでの

納税もできます。詳しくは、５月初旬に届く

納税通知書をご覧ください。

問合先　福岡県飯塚・直方県税事務所 収税第２課自動車税係

　　　　　☎ 23・4111（内線 534、539）

５
月
５
日
か
ら
11
日
ま
で
の
１
週
間
は
、
子
ど
も
や
家
庭
、
子
ど

も
の
健
や
か
な
成
長
に
つ
い
て
国
民
全
体
で
考
え
る
こ
と
を
目
的

に
定
め
ら
れ
た
「
児
童
福
祉
週
間
」
で
す
。
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平成 22 年１月～ 3 月 街頭犯罪件数累計： 19 件

（件）

青色防犯

 パトロール

桂川町内で発生した街頭犯罪件数（3 月中） 交通事故発生状況（3 月中）
  飯塚署管内【飯塚市・嘉麻市（旧稲築町）・桂川町】

   発生件数　　174 件（408）

   負傷者数　　242 人（587）

   死亡者数　　 1 人（3）

  桂川町内で発生した交通事故

   発生件数　　  15 件（29）

   負傷者数　　  21 人（42）

   死亡者数　　　 0 人（0）    

※（  ）内は、平成 22 年 1 月～ 3 月累計

交通
◎防犯・交通に関する問合せは

飯塚警察署
　　☎ 21・0110

桂 川 交 番
　　☎ 65・0110

◎防災・消防に関する問合せは
桂川消防署
　　☎ 65・0321

桂川町役場　総務課
　　☎ 65・1100

　気象庁では、５月 27 日（予定）から、市町村ごと

の気象警報・注意報を発表します。

　例えば、桂川町に災害発生のおそれがある場合には、

これまでは、桂川町を含む「福岡県」あるいは「筑豊

地方」と広い範囲として警報・注意報を発表していま

すが、これからは「桂川町」と明示してピンポイント

で発表します。これによりお住まいの場所が警戒・注

意の対象となっていることがわかりやすくなり、早め

の避難など災害に対して備えることができます。

◎ピンポイントの警報・注意報で気象災害を未然に防ぐ！

車
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動
車
盗

ひ
っ
た
く
り

◆バッグ・貴重品等、車内に置きっぱなしはダメ！

1 0 0 0 0 0 00

 市町村ごとの気象警報・注意報の配信開始

◎市町村ごとの警報・注意報を知る方法
　市町村ごとの気象警報・注意報の詳細な内容は、気象庁ホームページや国土交通省

防災情報提供センターの携帯電話サイトで見ることができます。

【気象庁ホームページ URL】

　　http://www.jma.go.jp/

【国土交通省防災情報提供センター携帯電話サイト】

　　http://www.mlit. go.jp/saigai/bosaijoho/i-index.html

　 （※右の QR コードを携帯電話による読み取りでも見ることができます。）

問合先　福岡管区気象台技術部 予報課 防災係 ☎ 092・725・3604
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市町村を対象として発表する警報・注意報のイメージ図 

福岡県を複数の市町村が含まれるいくつか

の地域に分けて、警報や注意報を発表。 

市町村を対象区域として警報や注意報を

発表。 

3

花散らしの冷たい雨が降る３月 24 日、寿命区公民館では「済生

会 福岡第二病院」の医師・検査技師・看護師・管理栄養士・事

務員の 16 名の方々による健康教室が開催されました。最初の健

康教室では、身体測定、血圧、血糖値や骨密度検査など数種類の

検査と、健康相談や医師による医療相談が行われました。あいに

くの天気にもかかわらず、45 名の地域の方々が参加され、その

場ですぐに出る各検査結果に一喜一憂する様子も見られました。

検査終了後は、町の管理栄養士の指導で食進会の皆さんが調理し

た減塩健康食の試食講習会を兼ねた交流親睦会が行われました。

酢、香辛料、粉チーズや薬味、そして出
だ し

汁を上手に使うことで減

塩食でもとても美味しく食べられることに納得。地域の親睦も深

まり、この地域でいつまでも健康で楽しく暮らすため、その基本

“健康と食生活”について見直す良いきっかけになりました。

今年も、飯塚地区交通安全協会（会長 江藤雅之）では「子どもた

ちが安全に登下校を行う手助けになれば ･･･」と、この春、小学

校に入学する児童全員に黄色いランドセルカバーを寄贈しました。

約 20 数年続く交通安全協会の取り組みにより、今では黄色いラン

ドセルカバーは新一年生のシンボルとなっています。“ドライバー

の皆さん！”黄色のランドセルカバーや子どもたちの姿を見かけ

たときは、更なる安全運転への心がけをよろしくお願いします。

新 一年生にランドセルカバーを寄贈
飯塚地区交通安全協会

新 一年生に防犯ブザー等を寄贈
桂川ライオンズクラブ

４月５日、桂川ライオンズクラブ（会長 大塚盛利）が、桂川小学校、

東小学校を訪れ、この春入学する新一年生に「防犯ブザーと連絡

帳カバー」を寄贈しました。また、今年が“桂川ライオンズクラ

ブ創立 30 周年”となることから、その記念事業の一環として、町

に「図書カード」を寄贈いただきました。様々な奉仕活動を通して、

住み良い町づくりに貢献いただいている桂川ライオンズクラブに、

あらためて感謝申し上げます。ありがとうございました。
▲ 穂坂教育長（右）に黄色のランドセルカバーと誘導旗を渡す飯塚地
　 区交通安全協会 江藤会長（中央）と桂川支部長 久木田さん（左）

▲ 寄贈された防犯ブザーを手にする桂川小学校 本田校長（中央）と
　 桂川ライオンズクラブの大塚会長（左）と中島さん（右）

健 康と食について考える良いきっかけに ･･･
寿命区（福祉部・食進会・寿クラブ）
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防犯・防災情報ページ

「飲んだら乗るな！乗るなら飲むな！」
  ◆ 毎月 25 日は“飲酒運転撲滅の日”◆

安全を見守るまちのわだい

町の交差点
町の交差点



【最近５年間の入園・入学者数】 （単位：人）
学校名

年度
桂川幼稚園 桂川小学校 桂川東小学校 桂川中学校

H18 38 104 20 126

H19 28 101 13 139

H20 35 102 26 96

H21 29 107 23 104
H22

（全児童・生徒数）
26

（83）
82

（593）
25

（129）
130

（330）
※桂川幼稚園は、3 歳 ･4 歳 ･5 歳の新入園児数の合計

【平成 22 年度 嘉穂総合高校入学者数】 （単位：人）

学科名
全校生徒数

普通科
情報総合コース

地球環境
システム科

ロボット
システム科

IT システム科

693 71（10） 71（6） 61（6） 33（6）
（　）内の数は、桂川町居住者数

ご
入
園
・
ご
入
学

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

桜の花びらが舞う４月初旬、桂川幼稚園、桂川小学校、

桂川東小学校、桂川中学校そして嘉穂総合高等学校の

平成 22 年度入園・入学式が行われました。校長先生

の「明日から元気に学校にこられますか？」の問いか

けに「ハ～イ！」と元気に返事する小学生や、上級生

らしく整然とした態度で式に臨む中学生や高校生。夢

と希望を胸に、新しい生活を楽しんでください。

夢 と希望を胸に新生活がスタート
桂川町の平成 22 年度 入園・入学式風景

桜の花も満開となった３月 28 日、土師二区の子どもたちが桂川小

学校に集まり図書館周辺の廊下の壁面をきれいに補修する愛好作業

を行いました。愛好作業には、小学生 21 人、中・高生６人、大人

11 人が参加。天然素材で構成され人畜無害の壁材のため、直接手

で壁に塗る子どもたち。最初は、ベタベタまだらだったものが、時

間がたつにつれ職人が塗ったかのようにきれいに仕上げる子も。子

どもたちは、仕上げをした

プロの左官の技に驚きなが

らも、自分たちの手で見違

えるように立派になった廊

下の壁面を後に、満足そう

な笑顔で帰っていきました。

自 分たちで学校をきれいにできたよ！
土師二区子ども会

長 年の功績により瑞
ずいほうそうこうしょう

寶雙光章を受章
穂坂正幸さん（土師四）

元桂川中学校校長の穂坂正幸さん（88 歳）に、この度「瑞

寶雙光章」が授章され、３月 29 日その伝達式が自宅で行わ

れました。穂坂さんは、教育に対する旺盛な情熱のもと、戦

前・戦中・戦後の教育困難期において、33 年間の長きにわ

たり力強い指導力や実践力により多くの子どもたちのみなら

ず、保護者や地域の人々を導いてこられました。その功績に

対しての今回の授章となりました。おめでとうございます。

▲ 井上町長（右）、穂坂教育長（後列左）、秋本学校教育課長（後列右）
　 に囲まれ喜びの表情を浮かべる穂坂さん（中央）と妻の千鶴子さん

ロ シア・プーチン杯国際柔道大会に出場
沖学園中学  村上 純くん（土師二）

ロシアのサンクトペテルブルクで３月 27 日に開催された「プーチン杯国

際ユース柔道大会」に、村上 純くんが日本チームの一員として出場し、

３月 31 日、その結果報告に井上町長を訪れました。村上くんは、３試合

に出場したものの外国人選手特有の変則的な組み手などにてこずり全敗。

「今大会は残念だったけど、高い目標を持ってこれからも頑張ってくださ

い。」という町長の激励に、村上くん本人は「“世界の壁”を知るいい機会

になりました。これからは、技に入るス

ピードや組み手などにさらに磨きをかけ

るよう練習を積んでいきます。」と力強

く頼もしい返事をくれました。柔道家で

もある父やお兄さんの影響を受け、４歳

から地元桂川の少年柔道クラブ“柔心館”

で柔道の基礎を養ってきた村上くん。恩

師である「柔心館」の友安館長は、「村

上くんの良さは、何よりスピード。ケガ

だけには十分注意して、現在通っている

柔道強豪校・沖学園の仲間たちや、様々

な大会で出会うライバルたちと切磋琢磨

しながら、世界に通用する選手になるこ

とを願っています。」と熱いエールを送

られていました。これからも、柔道一直

線で頑張ってください。

▲ ロシア・プーチン大統領からの招待状を手に、力強い柔道姿とはうって変って
　 愛くるしい表情を浮かべる村上くん（中央）

①桂川小学校入学式（4/9）

②桂川小学校入学式（4/9）

③桂川幼稚園入園式（4/12）

④桂川東小学校入学式（4/9）

⑤桂川東小学校入学式（4/9）

⑥桂川中学校入学式（4/8）

⑦嘉穂総合高校入学式（4/7）

【入園式・入学式スナップ写真】
① 電子黒板を使って挨拶する桂川小・本田校長　②電子黒板を興味津津なまなざしで見
つめる桂川小の新入生たち　③「みんなで花を植えようね」と新入園の子どもたちに語
りかける桂川幼稚園・長野園長　④担任の先生たちの人形劇に釘付けの桂川東小の新入
生　⑤退場後、緊張が解け笑みがこぼれる新入生（桂川東小）　⑥校長先生の話にしっか
りと聞き入る桂川中の新入生たち　⑦厳粛な入学式に臨む、嘉穂総合高校新入生たち
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町の交差点



文化・芸術の広場
ピ
ン
ボ
ケ
会

菜
の
花
に
飛
び
交
ふ
蝶
の
全
く
な
し
〈
沈
黙
の
春
〉
の
兆
し
な
ら
む
か

　
　
　
　
　
　
　
　

木
原
ト
シ
子

枯
草
の
中
に
萌
え
来
し
よ
も
ぎ
摘
む
頭
上
に
一
羽
の
雲ひ
ば
り雀

の
こ
ゑ
す

金
田
ト
シ
子

出
勤
の
夫つ
ま

の
背
に
カ
イ
ロ
貼
り
や
り
て
わ
れ
は
見
送
る
強こ
わ
し
も霜

の
朝

井
上
あ
つ
子

宮
島
の
潮
風
受
け
し
ま
つ
ぼ
っ
く
り
苞つ
と

に
し
せ
む
か
拾
ひ
し
五
個
を

神
﨑　

鈴
子

還
暦
に
集
へ
る
友
の
六
人
は
白し
ら
が髪
ふ
ゆ
れ
ど
い
つ
も
の
笑
顔

小
川　

孝
世

短
歌
会

矢
野
京
子 

選

（
四
月
例
会
）

大
庭
土
筆 

選

（
三
月
例
会
）

俳
句
会

特　
選

彼ひ

が

ん

に

し

岸
西
風
は
ら
か
ら
囲
む
燐マ
ッ
チ寸

の
火	

木
下　

タ
ミ

本　
選

腕わ
ん
ぱ
く白

を
机
に
し
ま
ひ
卒
業
す	

摩
治　

廣
子

卒
業
の
子
の
背
を
ぽ
ん
と
打
ち
に
け
り	

野
上
マ
チ
子

母
と
子
に
去き
ょ
ら
い来
す
る
も
の
卒
業
式	

原
口　

孝
子

彼ひ
が
ん岸

に
は
還か
へ

る
か
ら
ね
と
夢
の
夫つ
ま	

大
塚　

和
子

　
　
　
「 

叫 

び 

」

　
　
　

 　
　
　
　

芳
中 

俊
一 

さ
ん
撮
影

カメラ　キヤノン AE-1
絞 り　F8
シャッター　250 分の 1

町の交差点

Happy
Birthday５月生まれ

　４月 17 日の町制施行記念式典の「やねだん」豊重さんの講演では、色々

と考えさせられました。講演中に流れた地域再生をテレビ局が特集した

番組では、地域の人々の生き生きとした姿。協力し、助け合って地域づ

くりを行い、そして皆に温かく見守られて生涯を終えるといった、ま

さに理想郷「やねだん」が映し出されていました。演題にもあり、豊重

さんが講演内でも話されていた「やる気を起こせば 必ず奇跡が起きる」

には、共感するものがありました。やる気とより良い誌面づくりへの創

意工夫を忘れることなく、頑張っていきたいと思います。（斉藤）

▲

広報紙に関するお問合せは、☎ 65・1082 まで

編集 後記＊
Editorial Postscript

河
か わ か み

上 由
ゆ う な

奈ちゃん ３歳
H19.5.15 生（吉隈二）

お誕生日おめでとう♡
おしゃべり上手のゆうちゃん
これからもみんなを
楽しませてネ♡♡

藤
ふ じ か わ

川 知
ち な

菜ちゃん １歳
H21.5.13 生（土師五）

ちなちゃん
お誕生日おめでとう！
これからも三人のお兄ちゃん達と
元気いっぱいにすごしてネ♡

お誕生日おめでとう祝

西
に し か わ

川 実
み お

桜ちゃん １歳
H21.5.26 生（土師一）

１歳になったね！
これからも元気にすくすく育って
みんなに幸せと笑顔をわけてね♡

４月 17 日、桂川町は昭和 15 年４月 17 日に町制

をスタートさせてから満 70 歳を迎えました。70

年の歴史の積み重ねによって今ある桂川町、そして

これから先、輝く明日の桂川町を創造していくため、

町民の皆様と一緒に祝う記念式典が、同日、桂川町

住民センターで開催されました。式典では、王塚太

鼓によるお祝いの演奏や、鹿児島県鹿屋市柳谷地区

（通称 やねだん）で地域再生を成し遂げた豊重哲郎

氏による記念講演が行われ、盛会裏に終わりました。

輝 く明日を創造するために・・・
町制施行 70 周年 記念式典

桂
川
町
、
嘉
穂
総
合
高
校
が

こ
の
樹
の
よ
う
に

　
　

伸
び
ゆ
く
こ
と
を
祈
念
し
て
町制施行 70 周年記念式典では、一昨年、桂川町に移転してきた嘉穂

総合高校敷地内に、４月 13 日の町制施行 70 周年記念植樹として植

えられた「クロガネモチ」の除幕風景がスライドで紹介されました。

この樹には、“桂川町・嘉穂総合高校ともども大きく伸びていくように”

との想いがこめられており、地にしっかりと根を張り、元気よく枝を

伸ばし、学校内の高台から桂川町・嘉穂総合高校を見守っています。

や
る
気
を
だ
し
て 

み
ん
な
で
や
れ
ば

　
　
　
地
域
再
生
は
、
で
き
る
ん
で
す
！
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誕生日の記念に、お子さんのステキな笑顔を誌面に飾ってみませんか。
満１歳から３歳までのお子さんの写真を募集します。
締め切りは、お誕生月の前月 10 日ごろです。

◉写真（デジカメはデータで頂けると、よりきれいに掲載できます。）

◉お子さんの名前（ふりがな）、性別、生年月日、年齢、お子さんへの
　コメント（40 字以内）、連絡先を記入したメモを添付ください。

◉郵送、持参（役場総務課・２階）、メールでも受付けています。

 ≪ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ≫

　　kohodensan@town.keisen.lg.jp

【問合先】総務課 広報電算係 ☎ 65・1082

素敵な笑顔募集中！
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町
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CALENDAR

平成 22 年 5 月行事カレンダー

▽
文
化
の
薫
り
高
い
心
豊
か
な
町　

桂
川
町

は
、
昭
和
15
年
４
月
17
日
に
旧
嘉
穂
郡
８
町

の
中
で
は
最
も
早
く
町
制
を
施
行
、
以
来
、

今
年
ち
ょ
う
ど
満
70
年
の
記
念
す
べ
き
日
を

迎
え
ま
し
た
。

　
「
70
周
年
」
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な

考
え
方
が
あ
り
ま
す
。『
あ
の
時
合
併
し
て

い
れ
ば
町
は
な
い
の
だ
か
ら
！
』
あ
る
い
は

『
大
き
な
節
目
の
年
と
し
て
記
念
事
業
を
！
』

等
々
。
い
ず
れ
に
せ
よ
町
づ
く
り
は
一
刻
た

り
と
も
休
む
こ
と
な
く
進
展
し
て
い
ま
す
。

さ
さ
や
か
な
が
ら
記
念
式
典
を
行
い
、
町
の

将
来
が
輝
か
し
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
、
皆

様
と
共
に
誓
い
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
は
、
式
辞
の
中
で
、『
文
化
の
薫
り
高

い
心
豊
か
な
町
づ
く
り
を
町
民
の
心
根
と
し

て
、
新
し
い
精
神
文
化
を
創
造
す
る
こ
と
が

大
切
』
と
述
べ
ま
し
た
。

　
「
文
化
の
薫
り
高
い
心
豊
か
な
町
づ
く
り
」

は
本
町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
使
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
由
来
は
昭
和
60
年
（1

9
8
5

）

に
作
成
し
た
企
業
誘
致
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
挨

拶
文
の
中
で
、
当
時
の
故
・
穂
坂
周
一
郎
町
長

が
、
王
塚
古
墳
に
代
表
さ
れ
る
歴
史
と
伝
統
を

活
か
し
た
町
づ
く
り
の
目
標
と
し
て
、
最
初
に

発
信
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

思
え
ば
25
年
も
前
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

色
あ
せ
る
こ
と
な
く
引
き
継
が
れ
、
心
の
中
に

し
っ
か
り
と
根
付
い
て
ほ
し
い
言
葉
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

桂
川
町
長　

井
上
利
一

★ウォーキング教室（総合体育館）　開催時間 9:50 ～ 11:20　　★健康体操教室（総合体育館）開催時間 13：40 ～ 15：10

28
㈮

乳児健診
　（受付は対象月齢によって異なります）
　総合福祉センター
ブックスタート（町立図書館主管事業）
　上記乳児健診時に対象者に絵本を配布
★健康体操教室

9
㈰

当番医　宮嶋耳鼻咽喉科
　☎ 28・3347（飯塚市南尾）
ペタンクを楽しもう

9:30 ～（開会） 全天候型ゲートボール場

11
㈫

健康相談
 13:30 ～ 14:30  総合福祉センター
介護相談
 13:00 ～ 15:00  総合福祉センター
★ウォーキング教室

12
㈬

補聴器定期相談
 13:00 ～ 14:00  総合福祉センター

13
㈭

妊婦さん安心教室
 9:45 ～ 10:00（受付）  総合福祉センター
心配ごと相談
 13:00 ～ 16:00  総合福祉センター

23
㈰

当番医　徳永眼科医院
　☎ 25・0011（飯塚市楽市）

27
㈭

心配ごと相談
 13:00 ～ 16:00  総合福祉センター

21
㈮★健康体操教室

24
㈪

ピヨピヨ教室
 10:30 ～ 11:30  総合福祉センター

≫

5 月
2
㈰

当番医　穂波整形外科医院
　☎ 25・0066（飯塚市太郎丸）
歯科当番医（9:00～13:00）
　ごとう歯科医院
　☎ 62・5033（嘉麻市下碓井）

3
㈪

当番医　麻生耳鼻咽喉科医院
　☎ 28・1122（飯塚市堀池）
歯科当番医（9:00～13:00）
　川波歯科医院
　☎ 65・4010（桂川町土居）

4
㈫

当番医　おおつか眼科医院
　☎ 72・2828（飯塚市長尾）
歯科当番医（9:00～13:00）
　佐野歯科クリニック
　☎ 25・8041（飯塚市中）

5
㈬

当番医　永芳医院
　☎ 72・0294（飯塚市阿恵）
歯科当番医（9:00～13:00）
　小島歯科医院
　☎ 52・0235（嘉麻市上山田）

7
㈮

母子健康手帳発行とお話
 10:30 ～ 11:30  総合福祉センター
★健康体操教室

10
㈪

妊婦さん安心安産エクササイズ
 10:30 ～ 12:00  総合福祉センター

14
㈮★健康体操教室

16
㈰

当番医　なかお胃腸科クリニック
　☎ 21・5755（飯塚市堀池）
平成 22 年度 桂川町環境美化の日行動

8:30 ～ 10:00  桂川町内全域

5
㈯

第 15 回桂川町ゲートボール大会
9:00 ～（開会） 全天候型ゲートボール場

文学講座「大鏡」
9:30 ～ 11:30  桂川町住民センター

18
㈫

１歳６ヶ月児健診
 13:30 ～ 14:30（受付）  総合福祉センター
★ウォーキング教室

≫

6 月

13
㈰

当番医　清永整形外科医院
　☎ 22・3440（飯塚市堀池）

6
㈰

当番医　宮嶋外科内科医院
　☎ 22・1477（飯塚市忠隈）

7
㈪

母子健康手帳発行とお話
 10:30 ～ 11:30  総合福祉センター

25
㈫★ウォーキング教室

2
㈬

わんぱく教室
 10:30 ～ 11:30  総合福祉センター

9
㈬

補聴器定期相談
 13:00 ～ 14:00  総合福祉センター

11
㈮★健康体操教室

12
㈬

わんぱく教室（おやつ）
 10:30 ～ 12:30  総合福祉センター

20
㈭

妊婦さん安心教室
 9:45 ～ 10:00（受付）  総合福祉センター

30
㈰

当番医　青柳医院
　☎ 65・0013（桂川町土師）

1
㈫★ウォーキング教室

3
㈭★健康体操教室

8
㈫

健康相談
 13:30 ～ 14:30  総合福祉センター
★ウォーキング教室

15
㈫★ウォーキング教室

18
㈮★健康体操教室

20
㈰

当番医　三宅脳神経外科病院
　☎ 25・5050（飯塚市楽市）
第 34 回分館対抗バレーボール大会

8:30 ～  総合体育館、桂川中体育館

※ 在宅当番医は変更が多々ありますので、当日の新聞（筑豊版）でご確認ください。
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